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わ
が
町
は
、
高
千
穂
を
主
峰
と
す
る
霧
島
連
山
の
ふ
も
と
に
広 

が
る
、

四
季
お
り
お
り
の
自
然
が
息
づ
く
町
で
あ
る
。

こ
の
美
し 

い
環
境
に
抱
か
れ
た
天
孫
降
臨
の
神
話
は
、

人
々
の
心
を
悠
遠
な 

口
マ
ン
の
世
界
へ
と
誘
っ
て
く
れ
る
。
東

西

に

流

れ

る

霧

島

川 

は
、
霧
島
山
中
に
源
を
発
し
、

渓
流
は
岩
を
か
み
滝
を
つ
く
り
、
 

清
流
に
は
ヤ
マ
メ
や
ア
ュ
が
遊
泳
し
て
い
る
。

永
却
の
時
が
育
て
た
霧
島
の
山
の
は
ざ
ま
に
は
、
古
代
か
ら
の 

神
秘
を
た
た
え
た
火
口
湖
が
点
在
し
、
歳
月
を
経
た
赤
松
林
の
華 

麗
さ
は
、

他
に
類
を
見
な
い
景
観
で
あ
る
。

山
ふ
と
こ
ろ
の
い
た 

る
と
こ
ろ
に
湧
き
で
る
温
泉
は
、
訪
れ
た
人
々
を
安
ら
ぎ
の
な
か 

に
誘
い
込
ん
で
く
れ
る
。

一
斉
に
萌
え
立
つ
落
葉
樹
林
、

小
鳥
の 

さ
え
ず
り
は
、
春
を
訪
ね
て
散
策
す
る
旅
人
を
楽
し
ま
せ
る
。

夏 

は
緑
し
た
た
る
樹
林
海
、

木
の
間
を
縫
う
風
の
そ
よ
ぎ
に
森
林
浴 

の
人
は
絶
え
な
い
。

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
、

ハ
ル
リ
ン
ド
ウ
は
山
路 

を
飾
り
、

ナ
ナ
カ
マ
ド
、

コ
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、

ヤ
マ
ウ
ル
シ
な 

ど
、
紅
葉
す
る
秋
。
赤
や
黄
に
染
め
ら
れ
た
美
し
さ
は
ま
た
格
別 

で
あ
る
。
冬
を
代
表
す
る
の
は
、

樹
氷
林
の
白
銀
の
輝
き
で
あ
ろ 

う
。
風
の
音
も
、
陽
の
光
り
と
響
き
合
い
す
ば
ら
し
い
メ
ロ
デ
ィ 

—
を
か
な
で
る
。
と
き
ど
き
冬
鹿
の
優
し
い
瞳
に
出
逢
う
こ
と
も 

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
自
然
は
、

わ
が
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ 

り
、

町
民
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ
る
と
同
時
に
町 

民
の
誇
り
で
も
あ
る
。

赤松林
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第一編美しい自然

第

一

章

位

置
•

面
積

一
 

位 

置

霧
島
町
は
、
東
経
二
二
〇
度
五
〇
分
、
北
緯
三
一
度
四
九
分
、
 

始
良
郡
の
北
東
部
に
あ
っ
て
、
東
は
曽
於
郡
財
部
町
と
宮
崎
県
都 

城
市
に
、
北
は
霧
島
連
山
を
間
に
お
い
て
宮
崎
県
え
び
の
市•

高 

原
町
、

西
は
牧
園
町
、
南
は
国
分
市
と
隣
接
し
て
い
る
。

二

面
 

積

総
面
積
八
一
三
五
平
方
甚
で
、
東

西

九•

一S

、
南

北

一

六• 

五
鎊
で
あ
る
。
総
面
積
の
内
訳
は
、

宅
地
一
八
三
平
方
京
、

田
二 

七
〇
平
方
結
、

畑
一
四
五
平
方
鎊
、

樹
園
地
七
〇
〇
平
方
詰
、

国 

有
林
二
四
一
九
平
方
話
、
私
有
林
四
〇
四
六
平
方
言
、

そ
の
他
三 

七
二
平
方
菌
と
な
っ
て
い
る
。

宮
崎
県

鹿児島県全図と霧島町位置図
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第二章地勢•地質

第

二

章

地

勢
•

地
質

霧
島
町
の
地
勢
は
、
北

に

高

千

穂

峯•

中

岳
•

新

燃

岳•

韓
国 

岳
•

大
浪
池
な
ど
の
、

霧
島
火
山
群
が
高
く
連
な
り
、

こ
れ
を
南 

か
ら
遠
望
す
る
と
、
東
か
ら
高
千
穂
峯
・
新
燃
岳•

韓
国
岳
を
主 

峰
と
す
る
三
群
に
分
か
れ
て
い
る
。

町
の
南
半
分
は
二o
o

,w
か 

ら
三
〇
〇
皆
も
堆
積
し
た
シ
ラ
ス
層
で
あ
り
、
北
東
部
が
高
く
、
 

南
西
部
に
向
か
っ
て

低
い
波
状
高
地
に
よ
っ
て

占
め
ら
れ
て

い 

る
。
谷
間
は
一
般
に
深
く
切
り
立
っ
て
お
り
、

地
形
は
急
し
ゅ
ん 

で
複
雑
な
様
相
を
呈
し
、

平
た
ん
地
は
極
め
て
少
な
く
、

耕
地
は 

入

水
•

牧
内
の
丘
陵
台
地
の
畑
地
と
、

田
口
の
前
田
地
区
、

大
窪 

の
桑
原
地
区
の
水
田
地
帯
が
あ
る
が
、

そ
の
他
は
山
あ
い
の
わ
ず 

か
な
水
田
や
畑
地
だ
け
で
多
く
は
山
林
に
お
お
わ
れ
て
い
る
。 

町
の
中
央
を
貫
い
て
い
る
霧
島
川
は
、

韓
国
岳
と
大
浪
池
の
中 

間
に
源
を
発
し
て
天
降
川
に
合
流
し
て
い
る
。

支
流
、
狭
名
田
川 

は

狭

名

田•

田
口 
•

待
世
を
流
れ
て
霧
島
川
に
合
流
し
、

ま
た
狩 

川

は

猪

子

石•

湯

之

宮•

駅
前
を
流
れ
て
梅
北
で
霧
島
川
に
合
流

し
て
い
る
。一

 

霧
島
連
山
の
生
い
た
ち

霧
島
町
の
地
形
を
、

霧
島
連
山
の
生
い
立
ち
と
、
始
良
カ
ル
デ 

ラ
説
に
よ
っ
て
考
察
す
る
と
、

本
県
の
陸
地
は
、
今
か
ら
約
一
億 

九
〇
〇
〇
万
年
か
ら
七
〇
〇
〇
万
年
前
、

「
中
生
代
」

の
ア
ル
プ 

ス

造

山

活

動

に

よ

っ
て

つ

く

ら

れ

た

も

の
で

あ

り

、
そ
の
基
盤 

は
、
水
成
岩
の
と
こ
ろ
が
多
く
、

本
町
で
も
、
市
野
々
・
宮
下
に 

こ
の
層
が
見
ら
れ
る
。

「
中
生
代
」

の
ジ
ュ
ラ
紀
か
ら
白
亜
紀
に 

か
け
て
西
南
日
本
外
帯
に
厚
く
堆
積
し
た
貢
岩•

砂
岩
の
互
層
か 

ら
成
る
水
成
岩
の
地
層
で
、

新
生
代
初
期
の
大
き
な
変
動
を
受
け 

て
激
し
く
乱
れ
て
い
る
。

こ
の
代
表
的
地
層
は
、

四

万

十

層

群(

四
国
四
万
十
地
方
に
広 

く
分
布
す
る)

と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

約
三
〇
〇
〇
万
年
前
の
新
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霧島火山群配列図

生
代
第
三
紀
の
中
ご
ろ
か
ら
相
次
ぐ
火
山
の
噴
出
で
、

「
旧
霧
島 

火
山
帯
」
が
形
成
さ
れ
た
。

こ
の
時
期
は
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
規 

模
で
地
盤
の
変
動
が
あ
り
、
第

三

紀

層

の

堆

積

が

行

わ

れ

て

い 

る
。
と

こ

ろ

が

「
第
四
紀
」
(

新
生
代
の
後
半
で
一
〇
〇
〇
万
年 

前
か
ら
現
在
ま
で)

に
入
っ
て
旧
霧
島
火
山
帯
の
東
側
に
、

現
在 

の
霧
島
火
山
帯
が
生
ま
れ
た
。

霧
島
火
山
は
、
多
数
の
小
規
模
な
火
山
か
ら
成
り
立
っ
た
複
合 

火
山
で
、
完
全
火
ロ 

一
五
、
火
口
湖
一
〇
、

爆
裂
ロ
八
が
あ
る
。
 

東
南
の
御
池
か
ら
北
の
飯
盛
山
ま
で
直
径
約
二
〇
菇
、

西
の
烏
帽 

子
岳
か
ら
東
の
夷
守
岳
ま
で 

ニ
二
君
、

山
ろ
く
の
周
囲
は
五
〇
〇 

S

に
達
す
る
日
本
有
数
の
大
火
山
地
域
を
形
成
し
て
い
る
が
、
主 

峰
高
千
穂
峯
一
五
七
四
鏡
と
、
韓
国
岳
一
七
〇
〇m

を

結

ぶ

線
 

は
、

西
北
—
東
南
に
走
っ
て
、
宮

崎
•

鹿
児
島
の
県
境
と
な
っ
て 

い
る
。

山
腹
は
東
北
に
下
っ
て
宮
崎
県
側
に
え
び
の
市•

小
林
市 

•

都
城
市
な
ど
の
盆
地
を
つ
く
り
、

西
南
鹿
児
島
県
側
は
、
牧
園 

台
地
か
ら
鹿
児
島
湾
北
岸
の
シ
ラ
ス
台
地
群
に
続
い
て
い
る
。

こ 

の
霧
島
山
系
の
群
峰
は
、
高
千
穂
峯
の
頂
上
か
ら
見
る
と
、
大
体 

北
か
ら
東
南
に
二〇

©

の
二
大
縦
列
を
な
し
て
い
る
が
、

こ
の
流 

れ
に
直
交
す
る
栗
野
岳
——
飯
盛
山
と
佐
賀
利
山
、

え
び
の
岳
——
白 

鳥

山
•

甑
岳
、

さ
ら
に
大
浪
池
—
韓
国
岳
と
烏
帽
子
岳
—
新
燃
岳 

——
大
幡
山
—
丸
岡
山
—

夷
守
岳
を
結
ぶ
四
つ
の
横
列
が
あ
り
、

こ 

の
縦
横
の
線
上
に
多
く
の
温
泉
が
湧
出
し
て
い
る
。 

霧
島
火
山
帯
の
生
い
立
ち
は
、

相
当
複
雑
で
諸
説
が
あ
る
が
、
 

こ
の
地
区
に
流
入
し
た
始
良
火
山
の
噴
出
物(

シ
ラ
ス
と
熔
結
凝 

灰
岩)

に
よ
っ
て
古
期
と
新
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

古
期 

の
も
の
は
さ
ら
に
栗
野
岳
安
山
岩
類•

白
鳥
安
山
岩
類
の
二
活
動
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第二章地勢•地質

期
に
分
か
れ
、

い
ず
れ
も
広
大
な
楣
状
火
山
を
形
成
し
た
よ
う
で 

あ
る
。
古
期
火
山
と
し
て
は
、

栗

野

岳
(

一
〇
九
四
第)

、

新
期 

火

山

は

白

鳥

山

北

方(

一
三
〇
〇m
)

、

え

び

の

岳
(

一
三
〇
五 

財)

、
獅

子

戸

岳
(

一
四
二
八
督)

な
ど
に
そ
の
一
部
を
残
し
て 

い
る
。

新
期
の
火
山
活
動
は
、
 

高
千
穂
を
中
心
と
す
る
東
部
火
山
と
韓 

国
岳
を
中
心
と
す
る
西
部
火
山
群
と
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
別 

々
に
展
開
し
た
。

こ
の
東
部
火
山
群
に
属
す
る
も
の
に
は
、
高
千 

穂

峯
•

新

燃

岳♦

御
鉢
な
ど
が
あ
り
、

西
部
火
山
群
に
は
、
韓
国 

岳
•

大
浪
火
山
な
ど
が
あ
る
。
御
鉢
や
新
燃
岳
に
は
、
有
史
以
来 

の
噴
火
の
跡
が
あ
る
。

旧
霧
島
熔
岩
で
で
き
て
い
る
火
山
は
、
御

池
•

小

池
•

韓
国
岳 

•

大

浪

池•

白

鳥

山•

え

び

の

岳•

大

幡

山•

夷

守

山•

矢

岳
• 

竜

王

岳•

獅
子
戸
岳
の
一
一
で
、
火
山
活
動
は
み
ら
れ
な
い
。

こ 

れ
ら
の
火
山
の
成
立
は
す
で
に
終
わ
り
、

山
体
も
偏
平
で
大
き
な 

火
口
や
爆
裂
火
口
を
有
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、

た
だ
噴
気
孔
や 

温
泉
に
昔
の
名
残
を
と
ど
め
て
い
る
。

新
霧
島
熔
岩
に
属
す
る
も
の
は
、
飯

盛

山•

不

動

池•

甑

岳
• 

硫

黄

山•

丸

岡

山•

新

燃

岳•

中

岳
•

ニ

ツ

石•

高

千

穂

峯•

御 

鉢
の
一
〇
で
そ
の
形
体
は
円
錐
形
、

ま
た
は
釣
り
鐘
型
を
な
し
、

あ
ま
り
外
界
の
破
壊
を
受
け
て
い
な
い
。

火
口
内
は
急
斜
し
て
お 

り
、

熔
岩
原
も
原
形
の
ま
ま
で
あ
る
。

霧
島
の
諸
火
山
は
一
覧
表 

の
と
お
り
で
あ
る
。

To
九 八 七

一 六 五 四 三 二 一
六
観
音
池

白

鳥

山

飯

盛

山 岳

え
び
の
岳

栗

野

岳

湯
の
谷
岳

烏
帽
子
岳

矢 

岳

佐
賀
利
山

火
山
湖

一
、
三
〇
〇

一
、
三
六
三

八
四
六

一
、
四
二
八

一
、
三
〇
五

一
、
〇
九
四

九
八
八

—— 七
六
三

海
抜(m) 

山
頂
湖
面

玄
武
岩

橄
欖
石

輝
石
安
山
岩

同 

右

同 

右

安
山
岩
質

安
山
岩
質

かんらん

橄
欖
石

輝
石
安
山
岩-

輝
石
安
山
岩

角
閃
安
山
岩

岩

石

径
五
〇
〇
財
の
火
口
湖

浅
い
火
口
湖
を
も
つ(

白
紫 

池)

冬
季
は
凍
結
す
る

浅
い
小
火
口
湖
、
最
も
新
鮮

山
体
は
全
く
侵
食
さ
れ
る 

西
部
に
白
色
粘
土
質

径
六O
〇
防
の
火
口
、
山
ろ 

く
に
ノ
カ
イ
ド
ウ

西
に
開
く
火
口
跡

南
に
開
く
径
一 
•

五
黄
の
火 

口
跡

円
錐
丘
、
南
東
に
開
く
火
口 

跡 鐘
状
火
山
、
径
五o
〇
財
の 

火
口
跡
山
体
の
侵
食
著
し
い

円
頂
丘
ま
た
は
岩
脈

特 

徴

7



第一編美しい自然

九
一
八

一
上

一
五

一
四

一
三 ニー ニ

大

幡

山

大
幡
池
一

夷

守

岳

大

浪

池

大
浪
池
火
一 

山 琵

琶

池

爆

裂

口 

(

北
西)

韓

国

岳

硫

黄

山

不

動

池

甑 

岳

一
、
三
五
三

一
、
二
三0

一
、
三
四
四

一
、
二
三
九

一
、
 

四
ニ
一

一
、
三
三
〇

一
、
七
〇
〇

一
、
三
一
〇

一
、
二
四
〇

一
、
三
〇
一

岩
滓
質
の
火 

口
砕
屑
物

橄
欖
石

輝
石
安
山
岳
一

紫
瞌
輝
石
安 

山
岩

凝
灰
角
礫
岩

同 

右

輝
石
安
山
岩

凝
灰
角
礫
岩

橄
欖
石

輝
石
安
山
岩

二
重
式
火
山
、
径
五
〇
結
の 

カ
ル
デ
ラ
外
輪
山
と
径
五
〇 

〇
岡
の
火
口
を
も
つ
中
央
火 

山 爆
裂
火
口
、
径
五
〇
〇
財
比
一 

高
二
〇
脚
の
丘
が
池
を
と
り
一 

か
こ
む

コ
ニ
ー
デ
、
北
ろ
く
に
容
岩 

台
地
頂
上
の
火
口
は
東
壁
を 

欠
く

径
一
宿
の
火
口
湖
、
火
口
壁 

の
比
高
一
七
〇
財
、
水
深
一 

•

ニ
財

ホ
ー
マ
テ

韓
国
岳
東
北
の
爆
裂
火
口
径 

二
〇
〇
財

径
五
〇0
財

ホ1
マ
テ
、
径
九
〇
〇
財
の

火
口

火
口
壁
の
比
高
一
七
〇/

砕
屑
丘
、
火
山
弾
多
く
、
硫 

黄
岩
石
の
粘
土
化
著
し
い

径
一
五
〇
財
の
火
口
湖 

P
•H

ニ•

二
強
酸
性

8

一
上

一六一
一
五

二
里

二
三

二
ニ

ニ
ー

二
〇

白

紫

池

御

池

小 

池

ニ

ッ

石

高
千
穂
峯
一

御 

鉢

中 

岳

新

燃

岳

一
、
二
七
二-

三§ 四
二
〇

一
、
三
〇
〇

一
、
五
七
四

一

一
、
四
〇
八

一
、
三
四
五

一
、
四
ニ
ー

同 

行

同 

右

同 

右

同 

右

同 

右

同 

右

輝
石
安
山
岩 

そ
の
他

白
鳥
山
の
火
口
湖 

冬
季
は
凍
結
す
る

径
一
菇
の
爆
裂
火
口
湖
、
深 

さ
一
〇
一
財
で
日
本
最
深
の 

火
口
湖
、
湖
岸
二
〇m
以
上 

の
が
け

ニ
ッ
石
火
山
の
熔
岩
せ
き
と 

め
湖

径
五
〇
〇
航
の
火
口
、
山
体 

侵
食
や
や
す
す
む

一
二
重
火
山
、
第
一
次
火
山
の 

火
口
を
埋
め
て
、
 

第
二
次
の 

活
動
が
あ
り
頂
上
に
火
口
な 

し 径
六
〇
〇
財
の
火
口
、
有
史 

以
来
、
し
ま
し
ま
活
動
、
高 

千
穂
峯
寄
生
火
山
火
口
の
深 

さ
二
三
四
財

二
重
式
火
山
、
外
輪
山
に
は 

径
七
〇
〇
財
の
カ
ル
デ
ラ
、
 

中
火
口
丘
に
は
径
二
〇0
貯 

の
浅
い
火
口

ホ
ー
マ
テ
径
七
五
〇
財
の
火 

口
、
径
一
五
〇
財
、
深
さ
三 

〇
財
の
火
口
湖
、
現
在
活
動 

中
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霧
島
地
質
の
構
造
、
噴
出
の
順
序

備
考

昇
降

位
置

岩
石

順
序

砂
岩
、
 

粘
板
岩 

ゝ
 

こ
、
 

力
た
し 

中
生
層

昇 

(

火
山
活
動) 

降 

昇

小
林
付 

近
の
台 

地高
隈
山 

紫
尾
山

生
成
未 

詳
の
水 

成
岩

1

県
下
に 

多
い 

第
三
期 

の
旧
期

大
窪 

小
鹿
野 

小
林
付 

近 安
山
岩
一
 

玻
璃 

(

灰
石)

一

2

加
久
藤
越 

の
台
地

含
角
閃
知 

輝
石
安
山 

岩
3

ほ
ぼ
地
盤
が 

で
き
た

牧
園
町
種
馬 

所
付
近

栗
野
岳

烏
帽
子
岳

輝
石
安
山
岩

4

韓
国
大
浪 

白
鳥
蝦
野 

夷
守
岳

一
旧
霧
島
熔
岩 

火
山
灰
砂 

玄
武
岩

5

現
在
の
よ
う 

に
な
り
、
い 

ま
な
お
活
動 

す
る
山
も
あ 

る 高
千
穂
御
鉢 

ニ
ツ
石

新
燃
岳

中
岳•

硫
黄 

山
な
ど

一
新
霧
島
熔
岩 

一
火
山
灰

砂
6

(

注)

霧
島
町
郷
土
誌
に
よ
る

二
河
川
と
流
域

霧
島
火
山
帯
は
、

地
方
水
系
に
対
す
る
分
水
嶺
を
な
し
、
大
体 

三
方
に
水
を
流
し
て
い
る
。

一
は
大
淀
川
で
、
火
山
の
東
部
に
源 

を
な
し
て
日
向
灘
に
注
い
で
い
る
。

二
は
川
内
川
で
、
火
山
の
北

部
か
ら
西
へ
流
れ
、
東
シ
ナ
海
へ
注
ぎ
、

そ
の
三
は
、
火
山
の
南 

に
源
を
な
し
、

鹿
児
島
湾
に
注
ぐ
天
降
川
で
あ
る
。 

天
降
川
は
、
火
山
配
列
の
方
向
と
大
体
一
致
し
て
、
多
数
の
支 

流
を
合
わ
せ
な
が
ら
流
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
東
の
方
か
ら
国
分
市 

の

郡

田

川•

手
籠
川
と
、

大
浪
池
の
す
そ
を
源
流
と
す
る
霧
島
川 

は
、
狭

名

田

川•

狩
川
な
ど
の
支
流
を
合
わ
せ
、
町
内
を
貫
流
し
、
 

小
鹿
野
滝
を
経
て
松
永
川
と
な
り
、
新
川
と
合
流
、
国
分
の
二
川
を 

併
呑
し
巨
大
な
川
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
川
は
激
し
い
浸
食
に
よ
り 

霧
島
山
南
部
地
域
に
複
雑
な
地
形
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

新
川
の
上
流
中
津
川
は
急
流
で
、
熔
石
を
う
が
ち
丸
尾
の
滝
と 

な
り
、

轟
木
付
近
か
ら
灰
砂
層
の
上
を
流
れ
て
深
い
谷
を
な
し
、
 

犬
飼
滝
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
る
。

ま
た
、

金

山

川

も

横

川•

牧 

園
付
近
で
か
な
り
の
段
丘
を
つ
く
り
峡
谷
と
な
っ
て
流
れ
る
。

こ 

れ
ら
が
合
流
し
た
天
降
川
は
だ
ん
だ
ん
そ
の
流
れ
が
ゆ
る
や
か
に 

な
り
、

国
分
平
野
を
貫
き
海
へ
と
注
ぐ
。

川
内
川
は
、

そ
の
源
を
え
び
の
市
北
方
の
古
い
水
成
岩•

灰
岩 

地
帯
に
発
し
、

甑

岳
•

白
鳥
山
か
ら
流
れ
る
支
流
を
合
わ
せ
て
強 

い
浸
食
作
用
に
よ
り
、

多
く
の
峡
谷
や
段
丘
を
つ
く
っ
て
流
れ
て 

い
る
。

大
淀
川
も
こ
れ
ら
の
川
と
同
様
に
、
岩

瀬

川•

辻

の

堂

川•

高

g
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崎

川

・

花

堂

川•

安
永
川
な
ど
の
支
流
を
集
め
て
渓
谷
を
つ
く
り 

な
が
ら
日
向
灘
に
注
い
で
い
る
。

三 

霧
島
火
山
地
帯
の
岩
石

高
千
穂
峯
の
南
ふ
も
と
、
荒 

中
生
層
と
さ
れ
て
い
る
水
成
岩

襲
か
ら
高
原
へ
の
途
中
に
露 

出
し
て
い
る
の
は
、

泥
板
岩
で
あ
る
。

黒
緑
色
で
非
常
に
硬
い
。 

加
久
藤
の
北
方
に
も
泥
板
岩•

砂
岩
累
層
が
み
ら
れ
る
が
、

多
く 

は
は
げ
や
す
く
硬
い
地
層
の
、

し
わ
の
多
い
岩
石
で
あ
る
。

国
分
の
北
側
の
丘
に
は
、

何
ら
変
動
を
受
け 

新
し
い
水
成
岩

て

い

な

い

砂

岩•

粘
板
岩
の
互
層
が
あ
り
、
 

共
に
軟
弱
で
あ
る
。

え
び

の
市

の

京

町•

加
久
藤
の
南
方
に
は
、
 

黒

色

の

泥

板

岩•

凝
灰
質
の
泥
板
岩
が
灰
砂
層
を
挟
ん
で
露
出
し 

て
い
る
。

え
び
の
市
飯
野
の
川
内
川
北
岸
に
は
、
軽
石
を
含
ん
だ 

泥

板

岩•

硅
藻
土 
•

有
孔
虫
の
化
石
の
混
じ
っ
た
凝
灰
質
の
泥
板 

岩
が
み
ら
れ
る
。

安

山

岩

玻

璃

の

硬

い

の

を

硬

石

と

い 

安
山
岩
玻
璃(

灰
岩)

い
、
軟
ら
か
い
も
の
を
灰
岩
と
い
っ
て 

建
築
用
材
に
用
い
て
い
る
。

こ
れ
は
、

霧
島
火
山
が
噴
出
し
た
も

表土（耕作土）

霧島起源スコリア（黒色の火山砕石） 

霧島起源火山灰

御池降下軽石

池田降下軽石 

アカホヤ火山灰 
牛の脛ローム（赤土）

薩摩火山灰

小林降下軽石

AT火山灰

入戸火砕流堆積物

大隅降下軽石

霧島起源火山，スコリア

BC5,500 
6,300

11,000

22,000

霧島火山周辺の地層模式柱状図

（備考）スコリア=穴の多い多孔質の軽石状の黒い砕石。一般に 
黒い火山砕石 ローム=砂,沈泥,粘土をほぼ等量に含む土

の
の
う
ち
最
も
古
い
も
の
と
さ
れ
、

国
分
市
の
北
方
、

小
鹿
野
付 

近
、
小
林
市
北
方
に
よ
く
み
ら
れ
る
。
岩
石
の
外
観
は
種
々
で
含 

有
鉱
物
も
異
な
っ
て
い
る
。

灰

白

色•

暗
灰
色
が
あ
り
、

な
か
に 

は
黒
曜
石
を
多
量
に
含
み
し
ま
状
を
な
し
て
い
る
の
が
大
窪
に
あ 

り
、

小
鹿
野
に
は
柱
状
節
理
や
板
状
節
理
を
示
す
も
の
が
あ
る
。

70
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凡例

AN-1 
AN-2 
AN-3 
AN-4
AN- 5

霧島基底安山岩類 
初期霧島安山岩類 

旧期霧島安山岩類 
中期霧島安山岩類 
新期霧島安山岩類 

凝灰角礫岩 
ローム 
シラス 
溶結凝灰岩 

粘土•砂•礫 4
砂岩頁岩互層/W

火口

大浪池

AN-4

AAAヽ AN3

新燃岳

AN-5 中岳

AN-2 AN-5

御鉢

AN-1
AN-2

aa AN-5

/AN-]

霧島町表層地質図
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栗

野

岳•

牧
園
町
種
馬
所
付
近
に
露
出
し
て
お 

輝
石
安
山
岩

り
、

霧
島
火
山
の
土
台
を
つ
く
っ
て
い
る
。

栗 

野
岳
付
近
の
岩
石
は
肉
眼
で
み
る
と
、

石
地
は
暗
灰
色
で
あ
り
、
 

班
晶
と
し
て
斜
長
石
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
牧
園
町
種
馬
所
付
近 

の
も
の
は
斜
長
石
が
少
な
く
普
通
輝
石•

紫

蘇

輝

石•

橄
欖
石
を 

み
る
こ
と
も
あ
る
。烏

帽
子
岳
そ
の
他
に
露
出
。
黒
色
で
微
細
な
石 

玄

武

岩

地
を
も
っ
て
お
り
、

斜
長
石
の
微
晶
が
散
在
し 

て
い
る
。

ま
れ

に
黒
緑
色

の

輝

石
が

混
じ

っ
て

い

る
も

の
も

あ 

る
。

韓

国

岳•

大

浪

池•

白
鳥
山
な
ど
は
、
霧
島
旧 

霧
島
旧
熔
岩

熔
岩
で
形
成
さ
れ
て
い
る
。

色
は
ほ
と
ん
ど
暗 

灰
色
か
黒
色
で
あ
っ
て
、

斜

長

石•

紫

蘇

輝

石•

普

通

輝

石•

橄 

欖
石
を
含
み
、
板
状
や

柱
状
を

形

成

し

割
れ

目
が

露

出

し
て

い 

る
。
牧
園
町
栄
之
尾
温
泉
に
も
こ
の
よ
う
な
形
成
が
み
ら
れ
る
。

霧

島

の

新

火

山•

ニ

ツ

石•

高

千

穂•

御

鉢
• 

霧
島
新
熔
岩

中

岳
•

新
燃
岳
な
ど
は
新
熔
岩
で
形
成
さ
れ
、
 

黒
色
ま
た
は
暗
灰
色
を
し
て
い
る
。
岩
質
は
旧
熔
岩
に
似
て
い
る 

が
、
普
通
輝
石
が
旧
熔
岩
よ
り
多
い
。
新
燃
岳
の
も
の
は
、

黒
色 

多
孔
質
で
白
い
斜
長
石
が
散
在
し
、
輝

石
•

橄
欖
石
が
含
ま
れ
て

い
る
。

石
基
は
、

褐
色
で
玻
璃
質
の
多
い
中
岳
や
御
鉢
の
新
熔
岩 

と
共
に
黒
色
で
、
斜
長
石
や
輝
石
を
含
ん
で
い
る
。

12



第三章気 象

樹氷韓国岳から大浪池を望む

第

三

章

気 

象 

霧
島
は
、

そ
の
名
の
示
す
と
お
り
霧
や
雨
の
特
に
多
い
と
こ
ろ 

で
あ
る̂

統
計
に
よ
る
と
、

霧
島
山
ろ
く
は
一
年
を
と
お
し
て
気

温
が
低
く
、

夏
は 

涼
し
く
冬
の
高
千 

穂
お
ろ
し
は
一
段 

と
厳
し
い
も
の
が 

あ
る
。
毎
朝
、
真 

っ
白
い
霜
が
お
り 

氷
柱
の
列
を
見
る 

の
も
め
ず
ら
し
く 

な
い
。
冷
涼
な
気 

象
状
況
を
生
か
し 

て
別
荘
地
が
広
が 

り
、

ま
た
、
茶
や 

し
い
た
け
な
ど
が

霧島中学校調べの月別平均気温

X 1
2

3
4

5
6

7 8 9 10 11 12

昭和31 7.3 8.0 9.5 15.7 19.1 20. 7 24.7 26.5 23.6 19.2 14.0 7.6

昭和40 4.6 7.8 11.0 14.2 17.8 21.0 25.825.020.0 16.0 14.5 6.8

特
産
物
と
し
て
生
産
さ
れ
て
い
る
。
 

霧
島
連
山
一
帯
は
上
昇
気
流
が
激
し 

く
、

乱
雲
や
霧
の
発
生
が
多
く
、
冬
は 

美
し
い
樹
氷
が
み
ら
れ
る
。

気
象
に
つ
い
て
の
記
録
は
、

昭
和
四 

十
年
ま
で
霧
島
中
学
校
で
行
わ
れ
て
い 

た
が
、

現
在
、

町
内
の
調
査
資
料
が
無 

い
の
で
、
鹿

児

島

県

立

農

業

大

学(

牧 

園
町
高
千
穂)

の
資
料
を
提
供
し
て
も 

ら
っ
た
。
霧
島
山
ろ
く
と
し
て
同
じ
よ 

う
な
条
件
の
も
と
に
あ
る
の
で
、

本
町 

と
の
差
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ 

る
。
鹿

児

島

の

気

温

は

「
鹿
児
島
県
統 

計
年
鑑
」(

平
成
三
年
刊
行)

よ
り
の
も 

の
で
あ
る
。
鹿
児
島
と
霧
島
山
ろ
く
の

73
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気象概況（平成元年1〜12月）

月
月平均気温(°C) 日最高気温CC) 日最低気温(℃) 月降水量(mm)

霧島山麓 鹿児島 霧島山麓 鹿児島 霧島山麓 鹿児島 霧島山麓 鹿児島

8.8 11.1 18.0 15.4 -3.5 7.0 156 138.0
7.8 11.1 17.0 15.4 -6.5 6.9 271 223.0
9.0 12.0 21.0 16.7 -3.0 7.6 138 139.0
14.7 17.3 23.8 21.6 0 13.0 } 356 77.0
17.1 19.8 25.8 23.5 9.0 16.8 234.5
20.0 23.0 29.0 26.7 10.0 19.7 288 252.5
24.1 27.1 31.0 30.8 15.0 24.2 689 491.5
24. 9 27.8 30.6 31.6 17.0 24.9 222 118.5
22. 9 25.9 31.0 29.8 13.0 22.6 481 387.0
17.6 19.8 26.8 25.4 6.5 14.8 26 18.0
13.0 15.0 24.5 20.0 1.0 10.3 19 36.0
7. 8 10.4 18.0 15.9 -1.5 5.6 31 36.5

年平均 15. 6 18.4 24.7 22.7 4.8 14.5 年計2, 677 2,151.5

霧島山麓=鹿児島県立農業大学（牧園町高千穂3311） 

鹿児島=鹿児島県統計年鑑（鹿児島県統計協会発行）

月別気温と降雨量（平成元年1〜12月）

霧島山麓

「鹿児島

折れ線グラフ=気温 
棒グラフ=降雨量

℃ 
30

20

10

mm 
700

600

500

400

300

200

100

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112月

気
温
を
表
と
グ
ラ
フ
で
表
す
と
右
の
よ
う
に
な
る
。
 

鹿
児
島
県
は
、
台
風
の
通
過
路
と
し
て
よ
く
知

台
風
と
豪
雨

ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、

上
陸
ま
た
は
近
海 

を
通
過
し
た
台
風
の
中
か
ら
、

本
町
に
関
係
の
あ
る
も
の
だ
け
を 

収
録
し
た
。

昭

和

二

十

四

年(

一
九
四
九)

八
月
十
五
日
の
ジ
ュ
デ
ィ
ス
台 

風
は
、
志
布
志
湾
に
夜
九
時
ご
ろ
上
陸
、
最
大
瞬
間
風
速
四
〇
置 

の
強
い
風
と
、
霧
島
連
山
一
帯
に
豪
雨
を
も
た
ら
し
た
。
牧
園
町 

硫
黄
谷
の
霧
島
館
は
、
が
け
崩
れ
の
た
め
一
瞬
に
し
て
全
壊
、
多
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量
の
泥
土
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
三
十 

数
人
の
死
者
を
出
し
た
。
 

昭

和

二

十

六

年(

一
九
五
一) 

十
月
十
四
日
午
後
七
時
ご
ろ
、

串 

木
野
付
近
に
上
陸
し
た
ル
ー
ス
台 

風
は
、
最

大

瞬

間

風

速

五

四•

二 

第
を
記
録
し
た
大
型
台
風
で
あ
っ 

た
。
満

潮

時

と

重

な

っ

た

た

め 

に
、

枕
崎
・
串
木
野
な
ど
を
中
心 

に
死
者
一
ニ
六
人
、

行
方
不
明
者 

八
三
人
に
お
よ
ん
だ
。
本
町
に
お 

い
て
も
稲
の
収
穫
期
を
目
前
に
し 

て
、
農
作
物
な
ど
の
被
害
は
大
き 

な
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
六
年
の
台
風
一
九
号 

は
、

八
月
四
日
か
ら
同
六
日
に
か 

け
て
全
九
州
を
襲
い
、

平
均
風
速 

三
〇
ルa
の
暴
風
圏
に
ス
ッ
ポ
リ
と 

は
い
り
大
き
な
被
害
を
残
し
た
。 

霧
島
山
系
北
部
を
中
心
に
五
日
か

ら
六
日
に
か
け
て
集
中
豪
雨
、
牧
園
町
で
は
死
者
七
人
の
犠
牲
者 

が
出
た
。
本
町
は
、
幸
い
に
次
の
よ
う
な
被
害
に
と
ど
ま
っ
た
。 

重

傷

一

人•

住

宅

全

壊

二

尸•

住

宅

半

壊

三

戸•

田
の
流
失
及 

び

埋

没

一

分•

畑
の
流
失
及
び
埋
没
一
診
・
道
路
の
が
け
崩
れ
七 

四

か

所•

水
道
破
裂
四
か
所

昭
和
五
十
四
年
七
月
十
六
日
か
ら
十
七
日
に
わ
た
り
、

霧
島
山 

系
を
中
心
に
集
中
豪
雨
、
特
に
十
七
日
正
午
か
ら
の
一
時
間
に
四 

五
〜
六
〇
爲
の
豪
雨
を
記
録
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
霧
島
川
が
は 

ん
ら
ん
、

か
っ
て
な
い
被
害
を
受
け
た
。
床

下

浸

水

七

〇

戸•

家 

屋
崩
壊
一
戸
・
家
財
流
失
一
戸
・
護
岸
決
壊
一
一
か
所•

水
田
流 

失
三
爲
。

主
と
し
て

大
窪
・
梅
北•

労
災
宿
舎
地
区
に
集
中
し
た
被
害
で 

あ
っ
た
。

大
窪
で
は
、
堤
防
の
決
壊
に
よ
っ
て
一
軒
が
全
壊
し
て
家
財
道 

具
が
ほ
と
ん
ど
流
失
し
て
し
ま
っ
た
。
な
お
、
中
央
公
民
館
前
の 

待
世
橋
に
流
本
が
か
か
り
、
県
道
に
あ
ふ
れ
た
濁
流
は
梅
北
集
落 

を
襲
い
、
床
下
浸
水
多
数
を
出
し
た
。
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第一編美しい自然

第

四

章

動

植

物

第
一
節
動
物
の
分
布

霧
島
連
山
の
一
部
は
禁
猟
区
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
鳥
獣
の
保 

護
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
気
温
や
降
水
量
の
関
係
な 

ど
、
豊
か
な
自
然
条
件
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
た
め
、

動
植
物
の
宝 

庫
と
な
っ
て
い
る
。

以
下
、

山
野
に
生
息
す
る
も
の
を
列
記
す
る
と
、

次
の
と
お
り 

で
あ
る
。

一
 

山
ろ
く
地
帯

鳥
類 

キ

ジ
•

ア
カ
ヤ
マ
ド
リ•

コ
シ
ジ
ロ
ヤ
マ
ド
リ•

カ
ラ
ス

•

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ•

ス
ズ
メ 
•

ヒ

バ

リ•

ヒ

ワ•

コ
ジ
ュ
ケ
イ•

16

ヒ

ョ
ド
リ•

ッ

グ

ミ•

モ

ズ•

ト

ビ•

カ

ッ

コ

ウ•

ホ

ト

ト

ギ 

ス
•

ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
・
ホ
オ
ジ
ロ

昆
虫
類 

チ

ョ

ウ
(

ア

ゲ

ハ•

シ
ロ 
•

キ
•

ツ

マ

グ

ロ
キ•

モ
ン 

キ
•

ウ
ラ
ナ
ミ
シ
ロ 
•

ツ

マ

キ•

ツ

マ

ベ

ニ•

シ

ジ

ミ
•

タ
テ 

ハ•

マ
ダ
ラ•

ジ
ャ
ノ
メ
な
ど)

、

ガ
•

キ

リ

ギ

リ

ス•

ス
ズ
ム 

シ
•

ク

ッ

ワ

ム

シ•

ウ

マ

オ

イ•

コ
ガ
ネ
ム
シ•

タ

マ

ム

シ•

セ 

ミ

類•

ト

ン

ボ

類•

カ
ミ
キ
リ
類

哺

乳

類

ウ

サ

ギ

・

モ

グ

ラ
•

サ

ル
•

コ
ウ

モ
リ•

ネ

ズ

ミ•

イ 

タ

チ•

イ
ノ
シ
シ

般
虫
類 

ト

カ

ゲ•

カ

ナ

ヘ

ビ•

ヤ

マ

カ

ガ

シ•

ジ

ム

グ

リ•

シ 

マ
ヘ
ビ•

カ

メ•

ス
ッ
ポ
ン

ニ
き
ょ
う
木
地
帯

鳥
類 

ト

ラ

ッ

グ

ミ•

ク

マ

タ

カ•

ブ

ッ

ポ

ウ

ソ

ウ•

コ
ノ
ハ
ズ



第四章動植物

ク
•

オ
オ
ル
リ
・
キ
ッ
ッ
キ•

ヤ
マ
バ
ト
な
ど

昆
虫
類

山

ろ

く

地

帯

に

同

じ

哺
乳
類 

シ

カ•

カ

モ

シ

カ•

イ

ノ

シ

シ•

ム

サ

サ

ビ•

タ
ヌ
キ

•

リ
ス

爬
虫
類 

マ

ム

シ•

シ
マ
ヘ
ビ
な
ど
山
ろ
く
地
帯
に
同
じ
。

そ
の 

他

カ

メ•

ス
ッ
ポ
ン

両
生
類 

イ

モ

リ•

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ•

ヒ
キ
ガ
エ
ル•

ア
カ
ガ 

エ
ル

三
か
ん
木
地
帯

高
等
動
物
は
ま
れ
で
、

昆
虫
類
が
集
ま
っ
て
く
る
。

池
に
は
マ 

ガ

モ•

ユ
ガ
モ•

オ
シ
ド
リ
な
ど
が
飛
ん
で
く
る
。

四

水
 

中

ア

ブ

ラ

ハ

エ•

コ

イ•

メ

ダ

カ•

ア

ュ•

ウ

ナ

ギ•

カ
ワ
ニ
ナ

•

ヤ
マ
メ
な
ど

五
珍
し
い
動
物

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ 

海
抜
一
〇O

〇
〜
二
五
〇
〇
お
の
亜
高
山
帯 

か
ら
高
山
地
帯
に
か
け
、

単
独
あ
る
い
は
雌
雄
で
す
む
。
角
は
雌 

雄
い
ず
れ
に
も
み
ら
れ
、

一
五
繹
ほ
ど
で
あ
る
。
体
色
は
地
域
に 

よ
り
黒
色
に
近
い
も
の
か
ら
、

全
身
白
色
ま
た
は
オ
レ
ン
ジ
色
な 

ど
、
種
々
み
ら
れ
る
。

え
さ
は
草
あ
る
い
は
木
の
葉
。

日
本
特
産 

の
哺
乳
動
物
と
し
て
知
ら
れ
、

特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て 

い
る
ば
か
り
で
な
く
、

国
際
保
護
動
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
 

地
方
に
よ
っ
て
は
、

ク

ラ

シ

シ•

ア

オ

シ

シ•

シ
シ
な
ど
と
呼
ば 

れ
て
い
る
。
体
長
、

六
八
〜
七
二
澤
、
体
重
、

二
八
結
。
分
布
一 

本

州
•

四

国
•

九

州
(

哺
乳
綱
偶
蹄
目)

ウ
シ
科
。 

ヤ
マ
ネ 

低
山
か
ら
高
山
の
森
林
に
す
む
。
樹
上
で
生
活
し
、

地 

上
に
降
り
る
こ
と
は
少
な
い
。
木
の
枝
に
巣
を
つ
く
り
、

昼
間
は 

そ
の
中
で
眠
り
、
夜
、
枝
の
上
を
た
く
み
に
走
り
回
っ
て
果
実
、
 

木
の
葉
な
ど
の
ほ
か
、

昆
虫
を
好
み
、

時
に
は
小
鳥
の
巣
を
襲
う 

こ
と
も
あ
る
。

リ
ス
の
よ
う
に
、
枝
か
ら
枝
へ
飛
び
移
っ
た
り
、
 

後
肢
で
枝
に
逆
さ
に
ぶ
ら
下
が
っ
た
り
で
き
る
。

メ
ス
は
六
月
か 

ら
十
月
ご
ろ
ま
で
、

一
産
三
〜
七
子
を
、
数
回
出
産
す
る
。
十
〜
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第一編美しい自然

十
一
月
ご
ろ
か
ら 

木
の
ほ
ら
で
冬
眠
す
る
。
冬

眠

の

さ

い 

に 

は
、

地
下
に
巣
を
つ
く
っ
て
そ
れ
を
使
う
こ
と
も
あ
る
ら
し
い
。 

体
長
七
緯
く
ら
い
。
分

布

は

本

州•

四

国
•

九
州
。
 

コ
シ
ジ
ロ
ヤ
マ
ド
リ 

キ
ジ
科
の
ヤ
マ
ド
リ
で
、
雄
は
全
長
二
二 

〇
族
く
ら
い
、
雌
は
五
五
緯
。
雄
は
全
体
茶
褐
色
で
、
赤
銅
黄
金 

色
の
光
沢
が
あ
り
、

下
面
は
淡
色
、
腰

か

ら

尾

简

は

白

色(

生
息 

地
に
よ
り
個
体
差
が
あ
る)

、
尾
羽
は

九

〇

隣

以

上

に
な

る

。
雌 

は
雄
よ
り
尾
が
短
く
、
赤
褐
み
が
少
な
い
。

山

地

の

広

葉

樹

林• 

針
広
混
林
に
生
息
し
、
秋
•

冬
に
は
数
羽
〜
一
〇
羽
く
ら
い
の
群 

れ
で
い
る
こ
と
が
多
い
。

早

朝

渓

流

の

水

を

飲

み

、

果

実
•

茎 

葉
、

ナ

メ

ク

ジ•

ミ
ミ
ズ
な
ど
を
食
べ
る
。

三
〜
五
月
に
七
〜
一 

三
個
の
卵
を
産
み
、
雌
が
抱
卵
後
二
四
日
で
孵
化
す
る
。
本
土
と 

宮

崎

県•

熊
本
県
南
、

つ
ま
り
霧
島
山
系
に
分
布
す
る
が
数
は
少 

な
い
。

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ 

夏
鳥
で
、

三
宝
鳥
と
も
呼
ば
れ
、

五
月
ご
ろ
日 

本
に
渡
っ
て
く
る
。
形
が
美
し
く
鳩
よ
り
小
さ
い
。

イ
ン
コ
ウ
の 

よ
う
な
濃
い
緑
の
色
を
し
て
頭
は
黒
く
、

の
ど
と
翼
と
尾
と
は
濃 

い
紫
色
で
あ
る
。
翼
に
は
銀
青
色
の
大
き
い
紋
が
あ
り
、
飛
ぶ
と 

白
く
み
え
る
。
足
と
く
ち
ば
し
は
美
し
い
赤
色
で
あ
る
。

「
ブ
ッ 

ホ
ウ
ソ
ウ
」

と
鳴
か
ず
、

「
ギ
ア
ー
ギ
ア
ー
」
と
鳴
く
。
老
杉
や

ヒ
ノ
キ
の
朽
ち
た
ほ
ら
穴
に
巣
を
つ
く
り
、

三
個
く
ら
い
の
卵
を 

産
む
。
霧

島

神

宮

や

狭

野

神

社

付

近

に

よ

く

み
ら

れ

る

の
で

有 

名
。

シカ雄は骨質で枝状の角を 

もつ。毎年落ちて袋角とな 

り秋に堅い角になる。日中 

は茂みで休み，朝夕になわ 

ばりで餌をとる。霧の深い 

日はすぐ近くで見られる
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第四章動植物

第
二
節
植
物
の
分
布

霧
島
山
一
帯
は
南
国
的
な
気
温
と
豊
か
な
雨
量
の
た
め
、
南
の 

国
ら
し
い
美
し
い
森
林
が
生
い
茂
っ
て
い
る
。

ま
た
、
神
聖
な
山 

々
や
神
秘
さ
を
た
た
え
た
多
く
の
湖
水
が
、
美
し
い
植
物
と
と
も 

に
登
山
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

こ
れ
ら
の
中
に
は
学
術 

的
に
も
貴
重
な
も
の
が
あ
る
し
、
暖
帯
と
温
帯
の
植
物
が
入
り
混 

じ
っ
て
い
る
と
い
う
特
色
が
あ
る
。

そ
の
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

一
 

山

ろ

く

地

帯
(

三
〇
〇
〜
八
〇
〇

tf) 

草
原 

ス

ス

キ•

ト

ダ

シ

バ•

チ

ガ

ヤ•

オ

ガ

ル

カ

ヤ•

ヤ
マ
ハ 

ギ
•

ネ

コ

ハ

ギ•

メ
ト

ハ
ギ•

カ
ワ
ラ
ケ
ツ
メ

イ•

オ
カ
ト
ラ
ノ 

オ
•

コ
マ
ッ
ナ
ギ•

ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
・
ワ
ラ
ビ
・
ゼ
ン
マ
ィ 

•

ョ
モ
ギ•

ヤ

マ

ゴ

ボ
ウ•

ウ
ド 

常
緑
広
葉
樹
林
帯 

タ

ブ•

ク

ス•

イ

ス
•

ア

カ

ガ

シ•

ウ
ラ
ジ 

ロ
ガ
シ•

シ

イ•

ヤ

マ

ツ

バ

キ•

シ

キ

ミ•

ュ
ズ
リ
ハ•

サ
ン
ゴ

ジ

ュ•

サ

カ

キ•

ヒ

サ

カ
キ•

ス

ギ•

ヒ

ノ

キ•

ド

ク

ダ

ミ•

ツ 

ル
ウ
メ
モ
ド
キ•

サ

ネ

カ

ズ
ラ•

イ

ワ

カ

ガ

ミ•

ホ
ウ
ラ
イ
カ
ズ 

ラ
•

ツ

ル

グ

ミ•

サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ•

シ

ノ

ブ•

カ

タ

ヒ

バ•

ヒ 

ト

ッ

バ•

セ

キ

コ
ク•

マ
メ
ラ
ン•

マ
タ
タ
ビ•

ヤ

マ
ノ

イ

モ• 

ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ•

カ

ラ

ス

ウ

リ•

サ

ザ

ン

カ•

タ

ケ

類•

オ
オ
バ 

コ

ニ

中

腹

地

帯
(

八
〇
〇
〜
二
二
〇
〇W
)
 

モ

ミ•

ア

カ

マ

ツ•

ヤ
ブ
ニ 

ッ
ケ

イ•

ケ

ヤ

キ•

カ
ク
レ
ミ
ノ 
• 

ハ
ゼ
ノ
キ•

ホ

オ

ノ

キ•

チ

シ
ャ

ノ

キ•

コ
バ
ン
ノ
キ•

コ
マ
ュ 

ミ
•

イ

ヌ

ッ

ゲ•

ネ

ジ

キ•

ツ
リ

バ
ナ•

シ

ラ

キ•

キ

フ

ジ•

モ 

ッ
コ
ク•

ハ
イ
ノ
キ•

ク

ロ

ズ

ル•

ャ

ブ
イ
バ
ラ•

カ

タ

バ

ミ• 

ク

サ

ギ•

ヤ

ブ

コ

ウ

ジ•

フ
モ
ト

ス
ミ
レ•

ツ
ク

シ
ゼ
リ•

ヒ
ヨ 

ド

リ

バ

ナ•

マ
ッ
カ
セ
ソ
ウ•

ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ•

ム

ベ•

ッ
ガ
・ 

イ

チ

イ•

ブ

ナ

ノ

キ•

サ

ワ

フ
タ

ギ•

ミ
ヤ
マ
シ
キ

ミ•

イ
ヌ
ツ 

ゲ
•

ナ

ッ

ッ

バ
キ•

ツ

ラ

キ•

ネ

ム
•

ハ
リ
ギ
リ•

リ

ョ

ウ

ブ• 

ヒ
メ
シ
ャ
ラ•

ナ

ナ

カ

マ
ド•

ミ
ヤ
マ
シ
グ
レ•

マ
ン
サ
ク•

タ 

ラ

ノ

キ•

シ

ラ

キ•

ブ

ナ

ノ

キ•

コ
ナ
ラ•

ヤ

シ
ャ

ブ

シ•

ウ
ツ 

ギ

類
•

ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ•

ノ

ブ
ド
ウ•

シ

ダ

類•

リ

ン

ド

ウ•

ヒ
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カ

ゲ

ッ

ッ

ジ•

エ
ン
コ
ウ
カ
エ
デ•

マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ•

ア
ブ
ラ
ガ 

ヤ
•

ホ

ソ

イ•

ミ

ズ

ヒ

エ•

ミ

ズ

ゴ

ケ•

イ

タ

ド

リ•

キ
イ
チ
ゴ 

•

サ

サ•

ド

ク

ダ

ミ•

ク

ズ
•

ミ

ズ

ヒ

キ•

メ

ダ

ケ,

ア
ケ
、ヒ
• 

ツ
タ

三
貴
重
な
植
物

①

ミ

ヤ

マ

キ

リ

シ

マ(

大
事
な
文
化
財
で
あ
り
、

六
月
上
旬
ご
ろ 

満
開
の
こ
ろ
は
実
に
美
し
く
、
観
光
客
を
喜
ば
せ
、
学
問
上
か 

ら
も
保
護
が
必
要)

②

エ
ビ
ノ
ノ
カ
イ
ド
ウ

③

ツ
チ
ト
リ
モ
チ

④

サ
ク
ラ
ソ
ウ

⑤

紅

葉
(

カ

エ

デ

類•

ウ

リ

ハ

カ

エ

デ•

ヤ

マ

モ

ミ

ジ•

ヌ
ル
デ 

•

ウ

ル

シ

類•

キ
リ

シ
マ
ミ
ズ
キ•

ミ

ズ

ナ

ラ•

コ
ナ
ラ•

ハ
 

リ

ギ

リ•

ク
ヌ
ギ
な
ど)

⑥

赤
松
林

マイヅルソウ 霧島の山ではどんな荒れ 

地でも育つ可憐な草花である。ハート 
型の葉が，鶴が舞っている姿に見える 
ことからこの名がつけられた

ハルリンドウ山頂近くまで広く分布。
5〜6月の登山者の目を楽しませる可 

憐な草花。霧島はその分布の南限にあ 
たる

20



第五章霧島山の噴火の歴史

第
五
章
霧
島
山
の
噴
火
の
歴
史

記
録
に
み
ら
れ
る
霧
島
山
の
噴
火
の
歴
史
を
ま
と
め
る
と
次
の 

と
お
り
で
あ
る
。

。
天

平

十

四

年(

七
四
二)

十
一
月
壬
子
大
隅
国
司
言
すC

今
月
二
十
三
日
未
よ
り
二
十
八 

日
に
至
る
空
中
声
あ
り
。

大
鼓
の
如
し
。
野
雉
相
驚
き
地
大
い 

に
震
動
す
。

丙

寅

使
を

大

隅

国

に

遣
わ

す(

続
日
本
紀) 

。
延

暦

七

年
(

七
八
八)

秋
七
月
己
酉
、
大
宰
府
言
す
。
去
三
月
四
日
、

戌
時
、

大
隅
国 

嘴
味
郡
曽
乃
峯
上
に
当
り
、

火
災
大
熾
響
雷
動
の
如
し
。
亥
時 

に
及
び
火
光
稍
止
み
唯
黒
烟
を
み
る
。
然
る
後
沙
を
雨
し
、

峯 

下
五
、

六

里

沙

積

委

積

可

二

尺(

約
六
十
薛)

甚

色

黒

焉
(

続 

日
本
紀)

〇

天

慶

八

年
(

九
四
五)

僧
性
空
霧
島
山
に
登
り
、

法
華
経
を
誦
し
て
神
に
祈
る
こ
と
七 

日
を
期
す
。

居
る
こ
と
五
日
に
し
て
山
震
動
し
、

猛
火
熾
ん
に

し
て
暫
く
も
止
る
べ
か
ら
す
。

天
歴
中
に
至
り
て
性
空
煙
火
を 

さ
け
て
、
迫

門

丘

の

神

廟

を

西

北

二

里

許(

約
八
結)

の
地
に 

遷

す
(

襲
山
考)

0

天

永

三

年(

ー
一
ニ
ー)

•

二
月
二
日
霧
島
山
西
峰
、
噴
火
。

霧
島
山
上
大
に
燃
え
、
神 

社

焼

け

ず
(

霧
島
東
神
社
錫
杖
院
縁
起)

•

二
月
三
日
、

山
上
大
い
に
燃
え
て
、
神
社
そ
の
災
に
か
か
る 

(

薩
隅
日
地
理
纂
考)

。

仁

安

二

年(

一
一
六
九)

霧
島
山
噴
火
、

西

生

寺

殿

堂

焼

崩

す(

県
史)

0

寿

永

二

年
(

二

八

三
)

十
二
月
十
七
日
大

隅

国

霧

島

山

噴

火
す(

旧
郷
土
誌)

O
文

歴

元

年
(

一
ニ
三
四)

•

十
二
月
二
十
八
日
、

霧
島
大
い
に
燃
え
神
社
寺
院
悉
く
焼
亡 

す
(

狭
野
神
社
社
伝)
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•

十
二
月
二
十
八
日
、

霧
島
山
発
火
甚
だ
盛
に
し
て
、
祠
宇
皆 

焼
失
す
。

尚

日

本

地

理

資

料

に

は(

霧
島
山
噴
火)

社
寺
什
宝 

等

悉

く

焼

失

す(

県
史) 

。
大

永

四

年
(

一
五
二
四) 

是

歳

大

隅

霧

島

噴

火(

地
学
協
会) 

。
天

文

二

十

三

年(

一
五
五
四) 

霧

島

山

又

火

を

発

す(

県
史) 

。

永

禄

九

年
(

一
五
六
六)

九
月
九
日
、
霧

島

火
を

発

し

人

多

く

焚

死

す(

島

津

国

史

県
 

史)

。

天

正

二

年
(

一
五
七
四)

霧
島
山
神
火
を
発
し
、

天

地

震

動

す(

襲
山
考)

。
天

正

四

年
(

一
五
七
六)

霧
島
山
神
火
を
発
す
。

天
正
四
年
よ
り
六
年
に
至
り
ま
た
炎
ゆ 

(

歡
藩
名
勝
考)

。
天

正

十

五

年(

一
五
八
七)

四
月
十
七
日
、
霧

島

の

神

火

震

動

す(

旧
郷
土
誌)

。
天

正

十

六

年(

一
五
八
八) 

三
月
十
二
日
、

霧
島
山
上
神
火
を
発
し
、

申
酉
の
間
大
地
震 

(

旧
郷
土
誌)

。
慶

長

三

年
(

一
五
九
八)

〜
五
年
の
間 

炎

上
(

廃
藩
名
勝
考)

。

慶

長

十

八

年(

一
六
ニ
ニ)

慶
長
十
八
年
よ
り
翌
年
ま
で
炎
、

同

十

九

年

諸

国

大

地

震(

慶 

藩
名
勝
考)

。
元

和

三

年(

一
六
一
七)

元

和

三

年

よ

り

翌

年

に

至

る(

廃
藩
名
勝
考)

。

寛

永

五

年
(

一
六
二
八)

九
月
二
十
九
日
霧
島
噴
火
し
社
寺
宝
物
焼
亡
す(

薩
隅
日
地
理 

纂
考)

0

寛

永

十

四

年(

一
六
三
七)

丁

丑

よ

り

翌

年

に

至

る(

慶
藩
名
勝
考) 

。
万

治

二

年
(

一
六
五
九)

万

治

二
年
己
亥
正
月
よ
り
寛
文
元
年(

一
六
六
一)

十
二
月
に 

至

る
(

県
史)

。
寛

文

二

年
(

一
六
六
二)

寛

文

二

年

八

月
よ
り
火
を

発
し
て

同
四
年(

一
六
六
四)

三
月 

に

至

る
(

慶
藩
名
勝
考)

こ
の
年
九
月
十
九
日
三
時
、

大
隅
地
大
に
震
ひ
海
嘯
起
り
、

山 

崩
れ
地
裂
く
、
陸

地

海

と

な

る(

日
本
震
災
凶
饉
改)
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第五章霧島山の噴火の歴史

。
延

宝

五

年
(

一
六
七
七)

霧

島

山

神

火

起(

古
年
代
記)

。
延

宝

六

年
(

一
六
七
八)

正

月

九

日

同

神

火

起(

古
年
代
記)

。
元

禄

三

年
(

一
六
九
〇)

六
月
、

霧
島
山
噴
火
、
降
灰
数
日
に
及
ぶ(

日
本
震
災
凶
饉
改) 

。

宝

永

二

年
(

一
七
〇
五)

十
二
月
十
五
日
、
霧
島
山
噴
火
、
神

社

塔

等

悉

く

焼

失

す(

薩 

隅
日
地
理
纂
考)

。
享

保

元

年
(

一
七
一
六)

二
月
十
八
日
、

霧
島
三
山
噴
出
致
し
百
万
の
雷
一
度
に
轟
く
ば 

か
り
、

黒
煙
は
一
千
丈
許
も
上
り
地
は
震
動
し
て
や
ま
ず
、
尚 

噴
火
の
煙
は
砂
混
り
て
、
是
よ
り
火
口
は
両
部
の
池
の
方
に
移 

り
、

同
年
三
月
六
日
に
至
り
、

両
部
の
池
堤
は
裂
壊
し
終
り
、
 

池
は
一
つ
に
あ
り
、

噴
火
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
ゆ
き
た
り 

(

霧
島
東
神
社
記)

。

享

保

元

年
(

一
七
一
六)

九
月
二
十
六
日
、

夜
半
こ
ろ
よ
り
霧
島
の
西
岳
震
動
し
て
、

周 

囲
三
里
半
程
、

処
々
に
噴
火
破
裂
し
、
為
に
其
の
地
内
に
あ
る 

所
の
山
林
及
び
神
社
仏
院
等
は
悉
く
焼
失
し
、
其
の
他
災
害
を

被
り
し
も
の
、
外

域
(

外
域
と
は
一
ケ
郷
を
言)

一

ニ

焼

失 

し
、

こ
の
家
数
は
六
〇0

軒
、
負
傷
者
三
一
人
、
斃
死
の
牛
馬 

四
〇
五
頭
、

田
畑
六
二
四
〇
八
段
六
畝
一
九
歩
、

此
の
農
産
高 

六

六

一

八

二

石

余(

官
報)

其
の
後
三
十
四
年
の
間
灰
下
り
て 

恰
も
春
霞
の
如
く
な
り
し
と
言
う(

日
本
災
異
誌)

。

ま

た

「
日 

本
震
災
凶
饉
改
」

に
は
、

享
保
元
年
の
噴
火
に
つ
い
て
、

二
月 

霧
島
噴
煙
を
始
む
。

九
月
霧
島
山
爆
発
し
て
堂
守
、

降
灰
四
日 

に
及
び
近
傍
の
田
畑
埋
没
す
。
と
書 

い

て

あ

る

。

ま

た

『
県 

史
』

に
は
、

享
保
一
年
十
二
月
二
十
六
日
、

霧
島
山
新
燃
大
に 

爆
発
す
。

田
畑
損
じ
、

人
馬
死
失
す
。
と
記
し
て
あ
る
。

0

享

保

元

年
(

一
七
一
六)

九
月
二
六
日
ヨ
リ
ノ
炎
上
甚
シ
ク
、

東
霧
島
神
社
、

狭

野

神 

社
、
瀬
戸
尾
神
社
、

及

ヒ

高

原•

高

崎
•

小
林
等
の
諸
郷
コ
ト 

ゴ
ト
ク
焚
タ
リ
。

又
習
年
正
月
大
イ
ー
ー
炎
テ
連
日
熄
ス
。
焼
石 

虚

空

ョ
リ

隕
チ
沙
石
糖
ヲ

簸
ル
カ
如
シ(

県
史) 

。
享

保

二

年
(

一
七
一
七)

一
月
三
日
、

霧
島
山
噴
火
、
新
燃
又
大
燃
有
り
、

此
以
後
七
日 

よ
り
十
一
日
迄
、
打
続
大
燃
彼
辺
火
石
に
て
家
屋
焼
失
、

錫
杖 

院
寺
家
焼
残
ず
、

田
畑
石
灰
に
て
降
埋
、

牛
馬
過
分
死
失
、
高 

原
、
高
崎
両
所
役
人
共
迄
方
々
へ
引
越
居
候
、

旧
臘
、

二
十
六
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日
よ
り
当
正
月
十
一
日
迄
度
度
大
燃
日
向
国
諸
県
郡
の
内
諸
所 

損
失
致
す
次
の
通
、

田
畑
一
三
万
六
三
〇
〇
坪
余
、

石
砂
灰
入 

高
三
万
七
九
五
〇
石
余
。
雑
穀
一
五
四
〇
石
、
堂
宇
一 

一
宇 

寺
、
家
三
〇
軒
、
寺
門
前
五
三
軒
、
社
家
二
六
軒
、

百
姓
一
四 

軒
、

死
人
男
一
人
、
け
が
人
三
〇
人
、

死

牛

馬

四

二

〇

匹(

厳 

島
福
之
助
編
纂
鹿
児
島
県
噴
火
書
類) 

。
八
月
十
五
日
、
霧
島
山
大
い
に
火
あ
り
、
硫
黄
地
よ
り
迸
り
。
 

大
石
空
に
跳
り
火
気
炎
々
と
し
て
昼
夜
絶
ず
。

そ
の
響
迅
雷
の 

如
し
。

土
灰
近
国
に
飛
び
近
郷
日
を
埋
む
る
こ
と
数
十
里
、
衆 

恐
怖
し
あ
る
い
は
以
て
神
怒
れ
る
と
し
、
あ
る
い
は
神
火
と
称 

す
。

こ
う
し
て
相
次
ぐ
噴
火
に
、

土

民

恐

れ

お

の

の

い

た

の 

で
、

国

主

島

津

吉

貴(

二
十
一
代)

は
国
中
に
命
じ
て
、
怪
異 

説
、
神
火
説
を
禁
じ
、
僧

徒

が

こ

れ

に

乗

じ

て

供

物

を

求

め 

て
、
祈
禱
し
て
い
る
の
を
聞
き
こ
れ
を
禁
じ
た
の
で
、

国
中
大 

い
に
こ
れ
に
服
し
、

怪
異
説
も
止
ん
だ
と
い
う
事
が
残
っ
て
い 

る
(

西
藩
野
史)

。
明

和

九

年
(

一
七
七
二)

諸
県
郡
ノ
諸
邑
民
屋
田
園
災
ヲ
被
ル
コ
ト
十
三
万
六
十
三
区
ト 

云
へ
リ
、

上

古

火

勢

押

テ

察

ル

ヘ

シ(

薩
隅
日
地
理
纂
考) 

。
文

政

四

年
(

一
八
ニ
一)

十
二
月
二
十
日
朝
、

中
岳
の
絶
頂
よ
り
火
を
発
し
、
晩
方
に
相 

成
り
、

黒
煙
お
び
た
だ
し
く
炎
上
り
、

近
辺
の
地
ま
で
も
震
動 

致

し

候

云

(々

震
災
予
防
調
査
会
所
載
、
伊
地
茂
七
氏
よ
り
今 

村
博
士
に
提
供
せ
ら
れ
し
文
書)

。

明

治

十

三

年(

一
八
八
。)

九
月
、

霧
島
山
御
鉢
よ
り
爆
発
す
。

爾
後
蒸
気
硫
煙
を
噴
出
す 

(

薩
隅
日
地
理
纂
考)

。

明

治

二

十

一

年(

一
八
八
八)

一
月
二
十
七
日
、

西
曽
於
郡
霧
島
岳
鳴
動
、

噴
火
飛
灰
五
里
内 

の

村

落

に

降

下

す(

凶
荒
誌)

。

明

治

二

十

二

年(

一
八
八
九)

十
二
月
十
日
、
霧
島
岳
噴
火
、
響
激
雷
の
如
く
黒
煙
忽
ち
天
に 

張
り
、
火
石
は
硫
黄
灰
に
燃
え
移
り
、

延
焼
熾
な
り(

凶
荒
誌) 

十
八
日
午
後
零
時
半
頃
よ
り
爆
発
愈
々
猛
烈
と
な
り
、
降
灰
地 

上
に
二
、

三
分
爾
後
激
変
な
し
。

。
明

治

二

十

四

年(

一
八
九
一)

六
月
十
九
日
、

霧
島
山
爆
発
、

降
灰
の
た
め
、
草
木
の
葉
を
凋 

枯

す
(

薩
隅
日
地
理
纂
考)

。

明

治

二

十

八

年(

一
八
九
五)

十
月
十
六
日
、

霧
島
山
爆
発
、
噴
火
時
刻
午
後
零
時
二
十
六
分
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一
六
秒
、

家
屋
ニ
ニ
軒
焼
失
す
。

四

人

惨

死

す(

鹿
児
島
県
災 

異
誌)

。
明

治

二

十

九

年(

一
八
九
六) 

三
月
十
五
日
、

霧
島
山
爆
発
、

フ
ラ
ン
ス
海
軍
士
官
一
名
負
傷 

す
。

案
内
者
一
名
死
す
。

。
明

治

三

十

一

年(

一
八
九
八) 

十
二
月
二
十
六
日
、

霧
島
山
爆
発
、
宮

崎
•

松

山
•

高
知
等
に 

て
爆
音
を
き
き
降
灰
あ
り
。

。
明

治

三

十

三

年(

一
九0
0
)
 

二
月
十
六
日
、
霧
島
山
爆
発
、

五

名

死

傷

者

あ

り(

鹿
児
島
県 

災
異
誌)

。
明

治

三

十

六

年(

一
九
〇
五) 

十
一
月
二
十
五
日
、
噴
火
。
 

〇

大

正

二

年
(

一
九
ニ
二) 

十
一
月
八
日
、
霧
島
火
山
は
、

本
八
日
午
後
十
一
時
三
十
分
頃 

突
然
大
鳴
動
を
起
し
、

火
焰
高
く
天
に
昇
り
、
引
続
き
降
灰
あ 

り
た
り
と
言
う
。

。
大

正

三

年
(

一
九
一
四)

一
月
八
日
、
午
前
二
時
二
十
分
頃
爆
発
す
。
宮
崎
に
て
、

戸
、
 

障
子
震
動
す
。

宮

崎

県

北

諸

県

郡

西

嶽

村(

現
都
城
市)

に
栗

の
実
大
の
石
を
降
ら
し
、
始
良
郡
東
襲
山
村
に
は
降
灰
あ
り
。 

人

畜

に

対

し

被

害

な

し(

こ
の
年
一
月
十
二
日
に
桜
島
が
大
爆 

発
を
し
て
い
る
。
十
一
月
八
日
、
午
後
十
一
時
頃
霧
島
山
爆
発 

し
鳴
動
起
る
。
宮
崎
県
下
に
少
許
の
降
灰
あ
り
た
り)

。 

〇

昭

和

三

十

四

年(

一
九
五
九)

二
月
十
七
日
、
新
燃
岳
爆
発
、

大
噴
煙
を
噴
き
上
げ
、
新
燃
の 

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
全
滅
の
危
機
に
ひ
ん
す
。

。
平

成

三

年(

一
九
九
一)

十
一
月
十
三
日
か
ら
地
下
微
動
が
観
測
さ
れ
、
同
十
五
日
第
一 

回
火
山
情
報
が
出
さ
れ
た
。
同
二
十
六
日
か
ら
新
燃
岳
登
山
禁 

止
と
な
る
。
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第

六

章

人

口
•

世
帯

第

一

節

集 

落

一
 

昔
か
ら
の
主
な
集
落

古
く
か
ら
塩
な
ど
の
生
活
物
資
を
運
ぶ
要
路
で 

大 

窪

も
あ
っ
た
大
窪
は
、

関
之
坂
の
難
所
を
行
き
来 

す

る
人
た
ち

の
休
憩
地
と

し
て

に
ぎ
わ

っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ 

る
。
藩
政
時
代
は
庄
屋
の
所
在
地
で
あ
り
、

ま
た
、

小

林
•

高
原 

方
面
か
ら
の
年
貢
米
の
中
継
基
地
と
し
て
薩
藩
大
窪
御
蔵
も
置
か 

れ
て
い
た
。

明

治

七

年(

一
八
七
四)

に
東
襲
山
村
大
窪
郵
便
取 

扱
所
が
開
局
さ
れ
、

大
正
一 

〇

年
(

一
九
ニ
一)

に
は
巡
査
駐
在 

所
も
設
置
さ
れ
た
り
し
て
、

明

治
•

大
正
時
代
に
か
け
て
、
東
襲 

山
村
時
代
の
上
場
に
お
け
る
商
工
業
の
中
心
地
と
な
っ
た
。

そ
の

26

こ
ろ
の
町
並
み
を
列
記
す
る
と
、
旅
館
三
、

呉
服
屋
三
、

鍛
冶
屋

三
、
菓
子
製
造
一
、
仕

立

屋
(

洋
服)

二
、
床

屋(

理
容)

二
、

下

旧大窪商店街

駄

屋(

製
造)

二
、
 

小
間
物
屋(

洋
品) 

一
、H

転
車
屋
一
、
 

時
計
屋
一
、

食
料 

品
店
二
、
医
院
一
、

染

物

屋
(

く
や
ど 

ん)

一
、
線
香
屋 

一
、
桶
屋
一
な
ど 

商
工
業
の
集
落
で 

あ
っ
た
。

さ
ら
に 

国
分
駅
か
ら
の
交 

通
機
関
と
し
て
、
 

定
期
客
馬
車
屋
二



第六章人口•世帯

軒
も
大
窪
に
あ
っ
た
。

関
之
坂
を
越
え
て
来
た
人
た
ち
や
荷
車
な 

ど
は
、

必
ず
休
憩
す
る
場
所
と
し
て
大
窪
茶
屋
と
呼
ば
れ
、
霧
島 

神
宮
参
拝
客
や
、

霧
島
演
習
地
に
く
る
歩
兵
四
十
五
連
隊
の
兵
隊 

の
休
憩
の
場
所
で
も
あ
っ
た
。

大

正

末

期

の

戸

数•

約
八
〇
戸
、
 

人
口
四
二
〇
人
前
後
で
あ
っ
た
。

明

治

二

十

二

年(

一
八
八
九)

四
月
、
市
町
村 

田 

口

制
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
は
、

戸

長

役

場•

庄
屋 

の
所
在
地
と
し
て
、

田
口
村
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。

明
治
二
十
九 

年
(

一
八
九
六)

に
は
、
初

め
て

の
駐

在

所
も

設

置

さ
れ

た(

後 

に
大
窪
に
移
転)

。

明

治

四

十

一

年(

一
九
〇
八)

の
総
戸
数
は 

三

五

戸

と

記

録

に

残

っ

て

い

る

が(

田
口
土
地
総
代
台
帳)

、

そ 

の
後
東
襲
山
村
時
代
の
穀
倉
地
帯
で
あ
っ
た
。

「
前
田
ん
田
ん
ぼ
」 

を
背
景
に
、

人
口
も
増
加
を
続
け
、

昭

和

二

〇

年(

一
九
四
五) 

代

は

戸

数

一

一

〇

戸•

人
口
五
三
九
人
の
集
落
を
形
成
し
た
。

そ 

の
間
、
酒
造
業
、
製
材
所
、

製
茶
工
場
、
線
香
工
場
、

鍛
冶
屋
、
 

自
転
車
屋
、

金
物
屋
、
薬
屋
、

医
院
な
ど
も
定
着
し
て
き
た
が
、
 

霧
島
神
宮
駅
の
開
設
に
よ
り
、
大

窪
•

田
口
共
に
衰
退
し
て
い
る
。

护

田

桐
田
は
明
治
以
前
は
、

四
、

五
戸
し
か
な
い
と 

こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、

明
治
の
初
め
に
廃
仏
毀
釈 

が
激
し
く
な
り
、

川
辺
地
方
か
ら
の
仏
教
信
徒
の
移
住
が
始
ま
っ

た
。

隠
れ
念
仏
の
洞
窟
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
洞
穴
が
朝 

田
の
霧
島
川
の
ほ
と
り
に
残
っ
て
い
る
。

明

治

二

十

九

年(

一
八 

九
六)

、
県
道
の
開
通
に
よ
り
、

県
道
沿
い
に
集
落
が
形
成
さ
れ
、
 

荒
物
雑
貨
店
、

呉
服
衣
料
二
軒
、
製

材

所

な

ど

が

で

き

た

。

現 

在
、

戸

数

九

七

戸•

人
口
三
三
六
人
の
集
落
で
あ
る
。

二
新
し
い
集
落

旧霧島神宮前旅館通り

版

前
U
F

亩
の 

名
称
は
、
駅
の
前 

と
い
う
こ
と
で
集 

落
名)
•

梅
北
の 

集
落
は
、

昭
和
五 

年
(

一
九
三
〇)

、
 

日
豊
線
が
開
通
し 

て
、

霧
島
神
宮
駅 

が
開
設
さ
れ
て
か 

ら
、

町
内
外
の
移 

住
者
に
よ
り
急
速 

に
発
展
し
た
集
落
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で
あ
る
。
駅

前

は

そ

れ

ま

で

「
狩
集
」
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
、

狩 

を
す
る
時
に
勢
子
の
集
ま
る
場
所
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
 

駅
が
で
き
る
ま
で
は
、

六

軒

の

農

家(

現
在
の
農
協
の
裏
通
り) 

が
あ
る
だ
け
の
湿
田
地
帯
の
寂
し
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

現
在
の 

梅
北
も
、

大
田
小
学
校
正
門
前
の
道
路
か
ら
西
の
方
は
一
〇
軒
内 

外
の
家
し
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
駅
を
中
心
に
町
内 

外
か
ら
の
移
住
者
に
よ
り
、

駅
前
を
含
め
て
霧
島
町
の
政
治
経
済 

の
中
心
地
と
な
っ
た
。

現
在
、
梅
北
と
駅
前
を
合
わ
せ
て
、

戸
数 

一
七
五
戸•

人
口
五
三
七
人
の
集
落
と
な
っ
て
い
る
。
戦
後
、

大 

窪
町
営
住
宅
団
地
、
待
世
の
労
災
病
院
住
宅
団
地
、

永
水
町
営
住 

宅
団
地
、

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
住
宅
団
地
、
遠
見
塚
団
地
な
ど
、
大
小 

の
住
宅
集
落
が
建
設
さ
れ
た
。

霧
島
神
宮
周
辺
の
集
落
は
、
初
め
、
神
宮
境
内
に
旅
館
や
み
や 

げ
物
店
が
あ
り
、
点
在
す
る
農
家
を
含
め
て

十
数
戸 

で
あ
っ
た 

が
、
昭

和

二

年
(

一
九
二
七)

の
大
参
道
改
修
着
工
の
折
、
今
の 

地

に

移

転

し

た

。
昭

和

五

年(

一
九
三
〇)

、
霧
島
神
宮
駅
開
設 

と
と
も
に
神
宮
参
拝
客
や
登
山
者
も
増
え
、
現
在
の
よ
う
な
門
前 

町
の
様
相
を
形
作
っ
て
き
た
。

第

二

節

人

口
•

世
帯
数

霧
島
町
は
地
形
的
に
山
岳
地
帯
で
、
東
は
霧
島
連
山
、

西
は
関 

之
坂
、

小
鹿
野
滝
の
渓
谷
と
、

周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
た
交
通
不
便 

の
地
で
あ
っ
た
。

明

治

十

年(

一
八
七
七)

、

西
南
役
で
重
久
の 

戸
長
役
場
が
官
軍
の
駐
屯
所
に
な
り
、
古
い
資
料
は
消
失
し
た
。 

そ

の

後
の
記
録
は

昭
和
二
十
三
年(

一
九
四
八)

、
重

久

役

場

が 

焼
失
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
資
料
が
な
く
古
い
人
口
の
動
態
は
不 

明
で
あ
る
。一

 

人
口•

世
帯
数
の
推
移

霧
島
町
の
人
口
は
、

次
表
の
と
お
り
四
〇
年
近
く
減
少
の
傾
向 

を
た
ど
っ
て
き
て
い
る
が
、

昭

和

三

十

年(

一
九
五
五)

四
十
年 

代
に
か
け
て
、
高
度
経
済
成
長
に
伴
う
農
村
人
口
の
流
出
、
特
に 

青
壮
年
層
が
都
市
の
商
工
業
に
吸
収
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

昭
和 

五
十
年
代
に
な
る
と
減
少
傾
向
は
ゆ
る
や
か
に
な
り
現
状
維
持
の 

状
態
で
あ
る
。
表
に
示
す
と
お
り
、

昭
和
四
十
年
代
に
比
べ
て
人
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ロ
は
減
少
し
て
い
る
が
、

逆
に
世
帯
数
は
増
加
し
て
い
る 

こ
の 

こ
と
は
、
核
家
族
化
が
確
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
、
も
う 

一
つ
は
、

出

産

率

の

低

下

も

大

き

な

要

因

と

な

っ

て

い

る

。

ま 

た
、
集
落
の
人
口
の
減
少
は
、
農

村

地

域

で

特

に

目

だ

っ

て

い 

る
。
集
落
が
消
失
し
た
新
湯
は
、
営
林
署
の
合
理
化
で
宿
舎
が
な 

く
な
っ
た
た
め
で
あ
り
、
猪
子
石
は
三
六
戸
の
開
拓
農
家
が
離
農

し
て
、

別
荘
地
に
変
わ
り
リ
ゾ
ー
ト
化
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

昭
和
二
十
五
年
に 

比
べ
る
と
約
二
〇 

〇
〇
人
も
人
ロ
が 

減
少
し
て
い
る
中 

で
高
齢
化
が
す
す 

み
、

六

五

歳

以

上
が
一
ニ
〇
六
人 

で
町
内
人
口
に
占 

め
る
比
率
は
、

一
 

九
・
九
五r

に
達 

し
て
い
る
現
状
で 

あ
る
。

昭和25年以降の戸数•人口

年 戸数 男 女 計

昭和25 1,634 4,124 4,157 8,281 ।

30 1,653 4, 063 4,159 8, 222

35 1,616 3, 963 4, 078 8, 041

40 1,675 3, 547 3, 809 7, 356

45 1,814 3,157 3, 653 6, 810

50 1,869 3, 035 3, 420 6, 455

55 1,921 2, 901 3, 291 6,192

60 2,016 2, 897 3,186 6, 083

平成2 2,127 2, 819 3,189 6, 008

3 2,194 2, 846 3,199 6, 045

集落別世帯数•人口調べ

集落名 年 度 世帯数 男 女 計

牧 神
昭和41.6 26 64 61 125
平成3. 6 43 62 77 139

牧 内
昭和41.6 17 38 35 73
平成3. 6 5 4 4 8

入 水
昭和41.6 54 135 133 268
平成3. 6 51 74 74 148

笹 之 段
昭和41.6 53 103 137 240
平成3. 6 49 69 71 140

梅 之 木
昭和41.6 26 57 59 116
平成3. 6 24 34 40 74

市 野々 昭和41.6 11 95 78 173
平成3. 6 39 53 56 109

永 野 田 昭和41.6 17 21 29 50
平成3. 6 12 13 16 29

北永野田 昭和41.6 23 43 45 88
平成3. 6 14 17 20 37
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集落名 年 度 世帯数 男 女 計

上 春 山
昭和41.6 6 11 15 26
平成3. 6 9 10 13 23

床 浪
昭和41.6 10 27 28 55
平成3. 6 9 6 8 14

向 田
昭和41.6 42 80 99 179
平成3. 6 47 65 78 143

豊 後 迫
昭和41.6 30 54 65 119
平成3. 6 36 48 59 107

川 北
昭和41.6 61 131 138 269
平成3. 6 69 107 107 214

大 窪
昭和41.6 101 172 202 374
平成3. 6 116 143 188 331

駅 前
昭和41.6 87 180 192 372
平成3. 6 109 154 188 342

湯 之 宮
昭和41.6 108 236 238 474
平成3. 6 103 155 150 305

梅 北
昭和41.6 60 136 137 273
平成3. 6 70 92 97 189

待 世 昭和41.6 81 150 154 304
平成3. 6 100 125 155 280

新 地 昭和41.6 3：3 56 72 128
平成3. 6 36 44 54 98

田 口 昭和41.6 111 224 267 491
平成3. 6 147 205 226 431

堀 之 内 昭和41.6 62 149 166 315
平成3. 6 75 107 121 228

狭 名 田
昭和41.6 69 174 151 325 I
平成3. 6 68 64 101 195

市 後 柄
昭和41.6 15 32 31 66
平成3. 6 17 28 29 57 !

柏 田 昭和41.6 87 198 232 430
平成3. 6 96 153 178 331

n 上 昭和41.6 58 137 138 275
平成3. 6 61 91 97 188

遠 見 松
昭和41.6 38 80 92 172
平成3. 6 65 88 107 195 1
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第六章人口•世帯

集落名 年 度 世帯数 男 女 計

高 千 穂
昭和41.6
平成3. 6

47
55

93
67

101
80

194
147

祓 谷
昭和41.6
平成3. 6

41
37

92
57

87
62

179
119

新 梅 北
昭和41.6
平成3. 6

20
33

53
64

48
49

101
113

泉 水
昭和41.6
平成3. 6

19
22

29
39

22
46

51
85

峯 之 前
昭和41.6
平成3. 6

10
18

38
36

59
31

97
67

霧 島
昭和41.6
平成3. 6

76
63

141
86

148
93

289
179

東 多 羅 昭和41.6
平成3. 6

37
34

56
38

62
46

118
84

灰 池 昭和41.6
平成3. 6

35
33

75
36

96
45

171
81

新 湯 昭和41.6 12 21 20 41

労災病院 昭和41.6
平成3. 6

33
30

28
0

29
30

57
30

大窪団地
昭和41.6
平成3. 6

20
31

35
48

39
43

74
91

鉄道官舎 昭和41.6 12 27 21 48

猪 子 石 昭和41.6 36 73 70 143

軽費老人ホ-ム 平成3. 6 28 13 18 31

サンビレッジ団地 平成3. 6 39 57 60 117

労災宿舎 平成3. 6 10 19 10 29

杉安病院 平成3. 6 16 3 16 19

個 人 平成3. 6 275 242 256 498

昭和41.6 計 1,717 3, 544 3, 799 7, 343

平成 3. 6 計 2,194 2, 846 3,199 6, 045

31



第一編美しい自然

人口統計表（平成3年6月末日現在）_ （世帯聲2,194男2, 846女3,199計6, 045）

年齢 男 女 計 年齢 男 女 計

0歳 31 21 52 55歳 53 42
1歳 33 35 68 56歳 45 55
2歳 34 26 60 57歳 45 66
3歳 30 38 68 58歳 45 59
4歳 40 26 66 59歳 46 47
5巖 46 27 73 60歳 41 57
6歳 41 23 64 61歳 53 51
7歳 38 30 68 62歳 47 63
8歳 35 35 70 63歳 42 53
9歳 47 30 77 64歳 35 48
10歳 34 44 78 65歳 44 56
11飯 38 38 76 66歳 35 64
12歳 34 38 72 67歳 45 52
13歳 40 51 91 68歳 37 55
14歳 43 39 82 69歳 33 33
15歳 29 40 69 70歳 28 31
16歳 35 32 67 71歳 30 46
17歳 36 38 74 72歳 26 38
18歳 31 26 57 73歳 21 43
19歳 21 23 44 74歳 16 25
20歳 36 23 59 75歳 23 36
21歳 21 28 49 76歳 23 26
22歳 18 40 58 77歳 24 18
23歳 22 42 64 78歳 18 23
24歳 19 41 60 79歳 6 25
25歳 21 32 53 80歳 12 18
26歳 20 32 52 81歳 12 11
27歳 32 25 57 82歳 9 16
28歳 21 37 58 83歳 8 18
29歳 32 27 59 84歳 11 11
30歳 36 30 66 85歳 11 12
31歳 38 38 76 86歳 3 12
32歳 34 38 72 87歳 7 10
33歳 42 29 71 88歳 2 10
34歳 41 42 83 89歳 3 6 9
35歳 50 46 96 90歳 6 6
36歳 41 33 74 91歳 1 5 6
37歳 47 33 80 92歳 2 2
38歳 51 45 96 93歳 1 4 5
39歳 34 39 73 94歳 1 1 2
40歳 51 42 93 95歳 1 1
41歳 46 44 90 96歳
42歳 50 37 87 97歳 1 1
43歳 39 59 98 98歳 1 1
44歳 36 34 70 99歳
45歳 17 22 39 100歳
46歳 24 30 54 101歳
47歳 31 32 63 102歳
48歳 31 33 64 103歳
49歳 40 40 80 104歳
50歳 35 32 67 105歳
51歳 35 38 73 106歳
52歳 27 41 68 107歳
53歳 40 44 84 108歳
54歳 30 54 84 109歳
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第六章人口•世帯

年齢•男女別人口（昭和60年国勢調査）

世帯数2,194
男 2,846

女 3,199
計 6,045
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ネ

職業別就業人口（昭和60年国勢調査合計3,062人）

運輸通信業
104人 3.4%

水産漁業

4 人 0.1%

鉱業1人
0.0%

卸小売業•
彝、飲食店

嚓

サービス業

856人
28.1%

農業

814人
26.6%

建設業
@20人

377人
12.3%

二
産
業
構
造

霧
島
町
の
産
業
は
、

昭
和
十
年
代
ま
で
は
農
業
と
林
業
が
主
体 

で
あ
っ
た
。
霧

島

山

系

の

木

材(

炭

坑

の

坑

木•

木

炭
•

建
築
材 

な
ど)

の
県
外
移
出
も
多
く
、
林
業
就
業
率
も
高
か
っ
た
。
 

昭

和

六

十

年(

一
九
八
五)

の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、

次
の
表 

•

グ
ラ
フ
で
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

林業40人
1.3%

製造缴S0.4/

'保険金融19人0.6%
不動産業10人0.3% 

電気ガス供給4人0.1%

条
386人
12.6%
公務員12ク人

4.2%
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第七章地 名

第

七

章

地 

名

第

一

節

大

字
•

小
字
名

霧
島
町
は
、

田
口 
•

大

窪
•

川

北
•

永
水
の
四
大
字
と
、

一
八 

二
の
小
字
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
以
下
は
そ
の
字
名
で
あ
る
。
 

〇

大

字

田

口

小

字

数

八

九

1

梅
北 

2

半

田

原
3

橋
口 

4

神
田 

5

山
之
上 

6

中 

島

7

乗

越
8

桑

原
9

前

田

10
七

夕

田

11
原

ロ

12 

後

谷

13
上

之

原

14
塩

井

15
園

田

16
東

17
椿

山

18 

山

下

19
向

園

20
柴

立

21
堀

之

内

22
池

田

23
柿
木 

原

24
古

川

25
坂

元

26
野

辺

田

27
小

丸

28
下
真
田 

29
小

山

田

30
真

田

原

31
俣

松

32
上

真

田

33
大

迫

34 

中

尾

尻

35
中

尾

36
東

入

野

37
桟

敷

原

38
西

入

野

39 

桑

木

谷

40
中

山

田

41
下

市

後

柄

42
上

市

後

柄

43
水
流

山

44
猿

打

45
横

岳

46
平

木

場

47
大

笹

入

野

48
椎
ヶ 

入

野

49
柳

渡

50
赤

松

迫

51
下

臼

木

原

52
上
臼
木
原 

53
赤

松

入

野

54
堅

山

55
横

道

56
草

場

57
山

神

原

58 

野

上

谷

59
西

堀

60
吹

切

61
桐

ヶ

峯

62
栃

田

63F

田 

原

64
野

上

山

65
遠

見

塚

66
赤

松

段

67
外

戸

ロ

68
仮 

屋

原

69
戸

崎

原

70
祓

谷

71
仁

田

原

72
上

梅

北

73
梅 

北

尻

74
泉

水

75
宮

之

原

76
戸

崎

77
東

多

羅

78
大
脇 

79
霧

島

山

80
十

文

字

81
永

池

82
鉢

池

83
扇

山

84
白 

土

85
赤

谷

86
中

原

87
湯

之

口

88
道

ヶ

峯

89
待
世 

0

大

字

大

窪

小

字

数

一

八

1

向

田
2

豊

後

迫
3

桑

原
4

大

窪
5

狩

川
6

相
尾 

7

宮

下
8

小

窪
9

猪

子

石

10
倉

迫

11
管

谷

12
鍋
窪 

13
川

上

14
尾

入

15
湯

之

迫

16
小
迫#
:

治

17
内

窪

18 

芹
迫

〇

大

字

川

北

小

字

数

二

ニ

35
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第一編美しい自然

1

下
桑
原 

2

本
地 

3

迫
田 

4

場
集
田 

5

豊
後
迫 

6
 

し
も
わ
き 

ま
え
だ 

か
は
ら
で
ん 

に
た
ん
だ 

つ

ん

の

こ

ら 

下

脇
7

前

田
8

川

原

田
9

二

反

田

10
水

流

川

原U
 

後

谷

12
小

丸

13
大

丸

14
鳥

越

15
宮

前

16
楠

元

17 

遠

迫

18
大

迫

19
田

平

20
永

迫

21
八

窪

22
馬
揃
原 

0

大
字
永
水 

小
字
数
五
三

か

わ

ち 

こ

せ
 

ど 

ほ
う
が 

ざ
つ 

な
か
ば
い
ざ
こ 

ば
い 

1

川
内 

2

小
瀬
戸 

3

法
ゲ
崎 

4

中
原
迫 

5

中
原 

6
 

ま
が
い
ざ
こ 

う

め

の

き 

は
ぎ
ば
い 

は
え
だ
ん 

た
け
し
た 

み
つ
が
ざ
こ 

曲

迫
7

梅

之

木
8

萩

原
9

祓

谷

10
竹

下
U

道
ヶ
迫

12
年

之

神

13
溝

田

14
溝

田

岡

15
知

良

久

16
林
ケ
塚

17
小

手

18
峠

19
灰

床

20
格

21
火

之

八

重

22
瓢
簞
野 

23
市

野

々

源

真

開

25
打

添

26
馬

渡

27
ト

ン

ダ

ン

28 

大

迫

29
萩

尾

30
大

迫

尻

31
藤

ヶ

崎

32
笹

之

段

33
後 

谷

34
知

良

志

迫

35
上

外

戸

36
厩

原

37
鬼

ヶ

迫

38
奈 

良

ヶ

迫

39
萩

之

段

40
草

場

41
猶

ヶ

迫

42
堂

ヶ

迫

43 

馬

越

44
向

井

田

45
宮

迫

46
猪

之

窪

47
松

ヶ

迫

48
松 

ヶ

原

49
中

道

50
王

子

原

51
馬

渡

迫

52
床

浪

53
牧
内 

迫

38

第
二
節
町
内
の
地
名

地
名
に
は
、
な

ん

ら

か

の

い
わ

れ

の

あ

る

も

の

が

少

な

く

な 

い
。

こ
こ
に
そ
の
い
く
つ
か
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

ー
 

ム

ナ

ソ

イ

坂

『
日
本
書
紀
』

に

「
瓊
々
杵
尊
降-
一
到
於
日
向
穂
日
高
千
穂
峯- 

而
膂
穴
胸
副
国
、
自-
一
頓
丘-

竟
レ
国
行
去
到
一-
於
吾
田
長
屋
笠
狭
御 

荷
一
」
と
あ
る
。

胸

副

坂

は

入

水

岐

れ

東

方

の

坂

だ

と

い

う

。

坂 

を
登
れ
ば
遠
く
野
間
岳
、

笠
砂
の
御
俺
が
一
望
に
眺
め
ら
れ
る
。
 

「
瓊
々
杵
尊
も
此
処
よ
り
西
望
し
て
笠
砂
に
至
り
玉
へ
る
な
る
べ 

し
」(

三
国
名
勝
図
会)

。

胸
は
空
虚
の
意
味
で
副
は
片
寄
る
丘
と 

い
う
。

つ
ま
り
、

や
せ
地
に
片
寄
る
不
毛
の
地
を
言
っ
た
も
の
で 

あ
ろ
う
。

現
在
こ
の
道
は
廃
道
と
な
っ
て
い
る
。



名第七章地

二

文

字

丘

霧
島
神
宮
七
不
思
議
の
一
つ
、
文
字
石
の
あ
る
付
近
の
丘
で
あ 

る
。

三

永
 

池

「
三
国
名
勝
図
会
」

に

「
田
口
村
霧
島
山
中
に
あ
り
、
東
西
五 

十
間
南
北
十
五
間
、
深
さ
十
三
尋
」
と
あ
る
。

こ
の
池
は
そ
の
後 

埋
め
立
て
ら
れ
て
水
田
と
な
っ
て
い
た
が
、

国
道
改
修
の
際
大
部 

分
は
そ
の
敷
地
と
な
り
、

残
っ
た
水
田
は
わ
ず
か
で
あ
る
。

永
池 

は
地
区
公
民
館
名
と
な
っ
て
い
る
。

四

鉢
 

池

同

じ

く

「
同
村
霧
島
山
中
に
あ
り
、
東
西
六
十
間
、
南
北
三
十 

間
、
深
さ
三
尋
」
と
あ
り
、
永
池
の
南
隣
に
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
 

こ
れ
も
埋
め
立
て
ら
れ
て
沼
沢
地
と
な
り
、

池
の
名
は
小
字
名
と 

な
っ
て
い
る
。

五

祓
 

谷

県
道
開
通
前
は
霧
島
神
宮
参
拝
の
本
道
は
田
口
天
子
神
社
下
か 

ら
吹
切
、
野
上
神
社
、
祓
谷
を
通
り
坊
主
墓
付
近
で
川
を
渡
っ
て 

神
宮
に
通
じ
て
い
た
。
参
拝
者
は
祓
谷
で
お
祓
を
受
け
て
参
拝
し 

て
い
た
か
ら
こ
の
地
名
と
な
っ
た
と
い
う
。

六

桂
 

内

桂
久
武
が
慶
応
三
年
か
ら
こ
の
地
の
開
拓
に
着
手
し
て
か
ら
入 

植
者
が
殖
え
、

こ
の
地
名
と
な
っ
た
。

現
在
の
集
落
で
は
遠
見
松 

•

祓

谷
•

新

梅

北•

高

千

穂•

泉
水
が
こ
の
中
に
含
ま
れ
る
。

七

辻

現
在
の
田
口
で
あ
る
。

昔
竜
泉
寺
付
近
に
辻
堂
が
あ
っ
た
と
伝 

え
ら
れ
て
い
て
こ
れ
が
地
名
と
な
っ
た
。

長
く
こ
の
付
近
の
集
落 

名
と
な
っ
て
い
た
が
、

昭
和
二
十
五
年
田
口
と
改
称
さ
れ
た
。
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八

稚

子

石

坂

天
子
神
社
下
か
ら
吹
切
に
登
る
坂
を
い
う
。

坂

の

途

中

に

「
稚 

子
石
」
と
呼
ば
れ
る
石
塔
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
名
が
生
ま
れ 

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

九

待
 

世

昔
霧
島
神
宮
が
噴
火
の
た
め
焼
失
し
た
の
で
、

御
神
体
を
今
の 

「
待
世
神
社
の
跡
」

の
地
に
移
し
、

仮
宮
を
建
て
て
、

そ
の
後
二 

五
〇
年
の
間
こ
こ
に
祭
っ
て
あ
っ
た
。

そ

の

間

祭

神•

地
区
民
共 

に
噴
火
が
や
み
静
か
な
世
に
な
る
こ
と
を
待
っ
た
た
め
待
世
の
地 

名
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。

一

〇

半
 

田

現

在

の

新

地•

待

世
•

梅
北
の
区
域
を
一
括
し
て
半
田
と
い
う 

集
落
に
な
っ
て
い
た
が
、

昭
和
十
二
年
、
待
世
と
改
称
し
さ
ら
に 

終

戦

後

新

地•

待

世
•

梅
北
の
三
つ
の
集
落
に
分
か
れ
た
。

半
田
の
地
名
は
半
田
原
と
い
う
小
字
名
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る 

(

大
田
小
と
霧
島
中
の
間)

。

一
一 

地

蔵

坂

新
地
の
田
中
博
之
氏
方
と
川
畑
寛
高
氏
方
の
間
の
坂
を
い
う
。 

近
く
の
路
傍
に
首
無
地
蔵
が
あ
る
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

一

ニ

狩
 

集
(

カ
ア
ヅ
マ
イ) 

農
協
本
所
付
近
の
旧
地
名
、

昔
、
狩
り
を
す
る
人
た
ち
が
い
っ 

た
ん
こ
の
地
に
集
ま
っ
て
協
議
、
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
か
ら
、

そ 

れ
ぞ
れ
の
狩
場
に
向
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
地
名
と
な
っ
た
と 

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
地
名
は
他
町
村
に
も
あ
る
。

今
は
地
名 

と
し
て
は
残
っ
て
い
な
い
。

一

三

馬

揃

原
(

マ
ゼ
ン
ハ
イ) 

川

北

永

迫•

待

世
•

田

口•

堀

之

内•

牧
園
町
持
松
に
ま
た
が 

る
広
い
区
域
を
い
う
。

昔
か
ら
明
治
初
年
こ
ろ
ま
で
こ
の
地
域
に
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名

共
同
放
牧
場
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
地
名
が
生
ま 

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一

四

鼻

立

原
(

ハ
ナ
タ
ッ
バ
イ)
(

花
立
原) 

コ
一
一
国
名
勝
図
会
」

に

「
往
古
霧
島
嶽
に
佐
野
牧
と
て
神
牧
あ 

り
し
に
霧
島
嶽
火
を
発
し
て
焚
し
故
、
衆
馬
重
久
村
鼻
立
原
と
い 

え
る
所
に
群
集
せ
り
。

因
て

此
地
に
苑
を

置
き
て

養
う
と

い 

へ 

り
。

此
苑
三
分
一
は
清
水
村
に
係
る
」
と
あ
る
。

こ
の
地
名
は
小 

字
名
と
な
っ
て
い
る
。

豊
後
迫
上
田
信
一
氏
宅
付
近
で
あ
る
。

一
五 

王

子

原

・

王

子

坂

豊
後
迫
の
徳
田
盛
常
氏
の
宅
地
内
に
、
貴
人
の
墓
と
伝
え
ら
れ 

る
石
塔
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
節
自
治
公
民
館

本
町
は
行
政
区
と
し
て
四
一
の
自
治
公
民
館
が
あ
り
、

小
は
五 

世
帯
か
ら
大
は
一
四
五
世
帯
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
、
自
治
公
民
館
長 

は
行
政
の
駐
在
員
を
兼
ね
て
い
る
。

自
治
公
民
館
名
、

班
数
は
次 

の
と
お
り
で
あ
る
。
〇
印
は
行
政
連
絡
用
の
有
線
放
送
施
設
を
示 

す
。豊

後
迫

向
田

床
浪
上
春
山

北
永
野
田

永
野
田

市
野
々

梅
ノ
木

笹
之
段

入
水
牧
内
牧
神 自

治
公
民
館
名

五 五 一

一
一二

一
一五 二 六 五

一

二
一
六

一
班
数

〇 〇
0 0 0 0

〇
有
線
放
一 

送
施
設

堀
之
内

田
口

労
災
宿
舎

一
新
地
待
世

-

湯
之
宮

梅
北
駅
前

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
団
地

大
窪
団
地

大
窪

川
北

自
治
公
民
館
名

六
ニ
ー

一
一
三 四 九 五 七 四 ニ

一

八

-

五
班
数- 

0 0 0 0 0 0 0
〇

0 0
〇

有
線
放 

送
施
設

第七章地
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泉
水

新
梅
北

祓
谷

高
千
穂

遠
見
松

野
上
炉
田

狭
名
田

市
後
柄

自
治
公
民
館
名

二 三 四 四 四 八 七 八 一

班
数

〇
0

〇
0 0 0 0 0

コ
有
線
放
一 

送
施
設.

ー 一
遠
見
塚
団
地

軽
費
老
人
ホ
ー
ム

杉
安
病
院

労
災
病
院

永
池
東
多
羅

霧
島
峯
之
前

一
自
治
公
民
館
名

二 一 二 二四 三 七 二

班
数
一

〇 〇 〇 〇
有
線
放 

送
施
設
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